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（
七
）
収
入
と
租
税

　

中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
で
は
、領
邦
諸
身
分
の
形
成
お
よ
び
そ
の
統
治
参
加
を
も
伴
い
つ
つ
、租
税
徴
収
が
登
場
し
て
く
る（

１
）が

、プ
フ
ァ

ル
ツ
で
も
、
同
様
な
展
開
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
独
特
の
特
徴
を
も
示
し（

２
）た

。

　

ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
基
本
的
な
収
入
と
し
て
、
土
地
・
家
屋
・
動
産
な
ど
の
財
産
に
か
か
り
、
都
市
な
ど
か
ら
定
期
的
に
（
年
二
回
）
徴
収

さ
れ
る
ベ
ー
デBede

が
あ
っ（

３
）た

。
都
市
や
農
村
ご
と
に
決
ま
っ
た
額
が
、
都
市
市
民
団
体
お
よ
び
村
落
共
同
体
の
責
任
で
納
め
ら
れ
た
。

貴
族
お
よ
び
聖
職
者
は
、
支
払
い
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
般
的
な
免
除
特
権
が
一
律
に
問
題
な
く
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な（

４
）い

。
農
村
部
の
住
民
は
、
各
種
の
十
分
の
一
税Zehnt

も
負
担
し（

５
）た

。
上
述
の
よ
う
に
、
一
五
世
紀
後
半
に
は
、
主
要
都
市
は
ベ
ー

デ
に
代
わ
っ
て
、
市
内
で
徴
収
さ
れ
た
消
費
税U

ngeld

の
一
部
を
納
め
る
こ
と
と
さ
れ（

６
）た

。

　

し
か
し
そ
の
他
に
、プ
フ
ァ
ル
ツ
財
政
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
の
が
流
通
税
、特
に
ラ
イ
ン
流
通
税
で
あ（

７
）る

。
こ
の
項
目
は
、

一
四
世
紀
中
頃
に
お
い
て
プ
フ
ァ
ル
ツ
全
収
入
の
ほ
ぼ
半
分
に
達
し
、
一
五
世
紀
に
お
い
て
も
全
収
入
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
プ

　
（
一
）
レ
ー
ン
制

　
（
二
）
城
塞
と
開
城
権

　
（
三
）
そ
の
他
の
超
領
邦
的
支
配
権

　
（
四
）
聖
界
領
邦
の
従
属
化

　
（
五
）
選
挙
侯
同
盟
と
ラ
イ
ン
川
政
策

お
わ
り
に�

（
以
上
本
号
）
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フ
ァ
ル
ツ
は
、
ラ
イ
ン
川
で
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ムGerm

ersheim

、
マ
ン
ハ
イ
ムM
annheim

、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ムO

ppenheim

、
バ
ッ

ハ
ラ
ッ
ハBacharach

、
カ
ウ
プK

aub

、
カ
イ
ザ
ー
ス
ヴ
ェ
ル
トK

aisersw
erth

な
ど
に
、
そ
の
他
更
に
ネ
ッ
カ
ーN

eckar

川
で
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
、
マ
ン
ハ
イ
ム
な
ど
に
徴
収
所
を
有
し
た
。
ま
た
領
邦
外
の
い
く
つ
か
の
徴
収
所
に
も
持
ち
分
を
持
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
特
に
多
く
の
収
入
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
カ
ウ
プ
お
よ
び
バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハ
の
徴
収
所
で
、
一
四
世
紀
半
ば
に
は
、
多
い
年

で
二
か
所
あ
わ
せ
て
八
〇
〇
〇
か
ら
一
二
〇
〇
〇
グ
ル
デ
ン
が
徴
収
さ
れ（

８
）た

。
ま
だ
一
四
世
紀
前
半
に
は
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
出
身

の
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
、
国
王
選
挙
な
ど
の
際
に
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
、
ト
リ
ー
ア
大
司
教
、
ボ
ヘ
ミ
ア
（
ベ
ー
メ
ン
）
王
ら
に
バ
ッ

ハ
ラ
ッ
ハ
の
流
通
税
収
入
を
約
束
し
た
り
、
質
入
れ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
と
カ
ー
ル
四
世
は
、
し
ば
し

ば
自
身
バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハ
で
流
通
税
を
課
し
た
（
い
わ
ゆ
るReichsturnosen

）。
し
か
し
一
四
世
紀
後
半
以
降
、
こ
こ
の
流
通
税
は
概
し
て

安
定
し
て
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
も
の
と
な（

９
）る

。
カ
ウ
プ
か
ら
の
流
通
税
収
入
も
、
一
三
二
〇
年
代
に
や
は
り
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
に
よ
っ
て

使
わ
れ
た
が
、
一
三
二
九
年
の
パ
ヴ
ィ
ア
条
約
以
後
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
が
確
保
し
た
。
ラ
イ
ン
川
中
の
徴
収
所
は
城
塞
化
さ
れ
て
プ
フ
ァ
ル

ツ
グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンPfalzgrafenstein
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

（
（1
（

る
。

　

ラ
イ
ン
流
通
税
は
、
ケ
ル
ン
大
司
教
領
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
領
な
ど
他
の
ラ
イ
ン
領
邦
に
と
っ
て
も
、
非
常
に
重
要
な
収
入
源
で

あ
っ

（
（1
（

た
。
こ
う
し
た
豊
富
な
ラ
イ
ン
流
通
税
と
そ
れ
に
多
く
を
負
う
比
較
的
良
好
な
財
政
は
、
一
四
、一
五
世
紀
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
領
邦
支
配

の
拡
大
を
実
質
的
に
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
通
常
時
に
定
期
的
に
徴
収
さ
れ
る
収
入
と
は
別
に
、
臨
時
の
租
税
徴
収
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
領
民

の
自
己
申
告
に
も
と
づ
く
財
産
税
（
シ
ャ
ッ
ツ
ン
グSchatzung

）
が
徴
収
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
一
三
五
〇
―
六
一
年
の
租
税
台
帳

Steuerregister

の
記
録
か
ら
、
既
に
一
四
世
紀
中
頃
に
は
、
こ
の
税
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

（
（1
（

る
。
都
市
や
地
点
毎
に
そ
れ
ぞ

れ
の
額
が
徴
収
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
三
五
四
年
に
つ
い
て
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
マ
ン
ハ
イ
ム
、
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
イ
ムW

einheim

、
エ
ー
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バ
ー
バ
ッ
ハEberbach

、
ゼ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ムSeckenheim

、
リ
ン
デ
ン
フ
ェ
ル
スLindenfels

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
納
税
さ
れ

た
金
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
五
世
紀
に
は
こ
の
臨
時
課
税
が
更
に
増
加
し
た
。
少
な
く
と
も
七
回
の
徴
収
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
〇
〇
〇
グ
ル
デ
ン

以
上
の
税
収
を
も
た
ら
し

（
（1
（

た
。
例
え
ば
、
一
四
三
九
年
に
、
お
そ
ら
く
、
い
わ
ゆ
る
ア
ル
マ
ニ
ャ
ッ
ク
傭
兵
団
の
侵
入
を
機
に
、
臨
時
税

が
徴
収
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
か
ら
徴
収
さ
れ
た
シ
ャ
ッ
ツ
ン
グ
に
つ
い
て
、
個
々
の
市
民
や
聖
職
者
の
納
税
額
の
記

録
（registrum

 exactionis
）
が
残
っ
て
い

（
（1
（

る
。
納
税
額
は
、
基
本
的
に
ツ
ン
フ
ト
毎
に
分
け
て
個
々
人
の
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
課

税
対
象
財
産
の
五
％
が
、
税
と
し
て
徴
税
さ
れ
た
ら
し
い
。
ま
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
以
外
の
ラ
イ
ン
右
岸
各
地
か
ら
の
納
税
記
録
も
残
っ
て

い
（
（1
（

る
。
場
所
毎
に
、個
々
人
の
納
税
額
が
列
挙
さ
れ
る
が
、多
く
の
地
点
で
は
、市
外
市
民
“Ußlude

”が
区
別
さ
れ
て
記
載
さ
れ
、ま
た
ヴ
ァ

イ
ン
ハ
イ
ム
の
新
市
と
旧
市
、
ラ
ー
デ
ン
ブ
ル
クLadenburg

で
は
都
市
参
事
会
成
員
“Die im

 rate

”と
一
般
市
民
“Die gem

eynde

”

が
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
ャ
ッ
ツ
ン
グ
か
ら
は
、
一
般
に
、
貴
族
と
聖
職
者
は
免
除
さ
れ
て
い

（
（1
（

た
。

　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
も
と
で
は
シ
ャ
ッ
ツ
ン
グ
の
記
録
は
な
い
。
宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
も
と
で
は
、
一
四
九
四
年
に
シ
ャ
ッ
ツ
ン
グ

が
徴
収
さ
れ
た
が
、
今
回
は
貴
族
・
聖
職
者
も
免
除
さ
れ
な
か
っ

（
（1
（

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
と
り
わ
け
ラ
イ
ン
流
通
税
に
よ
っ
て
豊
か
な
収
入
を
得
て
い
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
で
も
、
一
四
世
紀
中
頃
に
は
臨
時
租
税
の
徴

収
が
始
ま
り
、
一
五
世
紀
に
は
そ
の
例
が
増
え
る
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
う
し
た
臨
時
課
税
は
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
お
け
る
領
邦
諸
身
分
の
推
移
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

五
．
領
邦
諸
身
分
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
意
識
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上
述
の
よ
う
な
君
主
に
よ
る
臨
時
の
租
税
徴
収
と
も
平
行
し
て
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
で
は
領
邦
諸
身
分Landstände

が
形
成

さ
れ
、
中
世
末
に
は
身
分
制
議
会
に
お
い
て
君
主
と
租
税
な
ど
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
う
よ
う
に
な
っ

（
（1
（

た
。
し
か
し
、
領
邦
諸
身
分
が
結
局

形
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
著
し
い
特
徴
で
あ

（
（1
（

る
。

　

重
要
な
諸
決
定
な
ど
に
お
い
て
、
君
主
と
そ
の
側
近
以
外
の
勢
力
が
登
場
す
る
ケ
ー
ス
は
、
中
世
後
期
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
歴
史
に
お
い

て
も
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
一
三
二
九
年
の
パ
ヴ
ィ
ア
条
約
は
既
にLand und Leute

の
協
働
に
よ
り
成
立
し
た
。
一
三
六
八
年
の

K
urpräzipuum

設
定
に
も
、
債
権
者
た
る
諸
都
市
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
。
一
三
七
八
年
のK

urpräzipuum

拡
大
に
際
し
て
は
、
こ
れ

を
誓
約
し
た
君
主
に
対
し
て
の
み
、K

urpräzipuum

に
属
す
る
領
民
た
ち
は
服
従
宣
誓H

uldigung

を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ

び
一
三
九
五
年
の
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
定
めRupertinische K

onstitution

で
も
、
領
民
の
服
従
誓
約
は
条
件
付
き
で
行
わ
れ
る
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
。
一
四
三
五
年
に
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
が
病
気
に
よ
り
統
治
能
力
を
失
う
中
、
顧
問
た
ち
に
よ
っ
て
、
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
の
廃
位
と
、
官
吏
や
臣
民
を
君
主
個
人
で
な
く
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
義
務
付
け
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。

　

一
四
五
一
年
に
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
が
、
そ
の
甥
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
の
養
子
縁
組
を
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
顧
問
た
ち
お
よ
びm

ergliche 

Glieder

の
同
意
の
も
と
に
行
っ

（
（2
（

た
。
こ
の
と
き
同
意
を
与
え
た
の
は
、
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
ド
イ
ツ
地
区
長D

eutschm
eister

、
ヴ
ォ
ル

ム
ス
と
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
司
教
お
よ
び
司
教
座
聖
堂
参
事
会
、ヴ
ォ
ル
ム
ス
市
お
よ
び
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
市
、プ
フ
ァ
ル
ツ
封
臣
で
あ
っ
た
伯
、

フ
ラ
イ
ヘ
ル
、
お
よ
び
下
級
貴
族
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
聖
職
者
と
修
道
院
で
あ
っ
た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
内
部
の
都
市
は
、
こ
こ
で
は
登
場
し

な
（
（2
（

い
。
こ
の
構
成
は
、
後
述
す
る
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
影
響
圏
の
超
領
邦
的
性
格
を
よ
く
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
皇
帝
は
こ
の
縁
組
を
認
め
な

か
っ
た
が
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
有
力
者
た
ち
に
再
度
縁
組
み
の
有
効
性
を
確
認
さ
せ
た
。

　

し
か
し
プ
フ
ァ
ル
ツ
で
は
、
例
え
ば
租
税
問
題
の
協
議
な
ど
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
四
九
四
年
に
宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
前

述
の
よ
う
に
臨
時
課
税
を
行
っ
た
際
も
、
諸
身
分
が
召
集
さ
れ
て
そ
の
同
意
が
徴
さ
れ
た
形
跡
は
な

（
（2
（

い
。
ま
た
都
市
が
顧
問
や
貴
族
と
と
も
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に
呼
ば
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
な
か
っ
た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
で
は
、
豊
富
な
ラ
イ
ン
流
通
税
に
も
支
え
ら
れ
て
、
財
政
上
租
税
の
必
要
性
は
そ

う
大
き
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
借
財
が
必
要
な
場
合
、
君
主
は
都
市
と
個
別
に
交
渉
を
行
っ
た
。

　

プ
フ
ァ
ル
ツ
で
領
邦
諸
身
分
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
一
方
で
ラ
イ
ン
流
通
税
の
存
在
に
よ
っ
て
、
君
主
の
側
が
、
領
邦

諸
身
分
と
の
協
議
が
必
要
な
臨
時
課
税
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
他
方
で
一
四
五
一
年
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
ラ

イ
ン
宮
中
伯
の
地
位
と
影
響
力
が
狭
義
の
領
邦
支
配
を
越
え
る
広
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
条
件
は
、
ラ
イ

ン
地
方
の
三
大
司
教
（
マ
イ
ン
ツ
、
ケ
ル
ン
、
ト
リ
ー
ア
）
と
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
領
邦
間
で
更
に
比
較
検
討
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
領
邦
諸
身
分
の
未
発
達
と
も
関
連
し
て
、君
主
家
門
か
ら
区
別
さ
れ
た
ラ
ン
ト
意
識
は
、プ
フ
ァ
ル
ツ
に
お
い
て
あ
ま
り
は
っ

き
り
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
近
世
に
至
る
ま
で
、
む
し
ろ
君
主
家
門
が
プ
フ
ァ
ル
ツ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
焦
点
と
な
る
傾
向
が
強

く
存
在
し
た
の
で
あ

（
（2
（

る
。

六
．
地
方
の
秩
序
と
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

　

中
世
後
期
の
ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
、
狭
義
の
領
邦
の
外
側
に
広
い
影
響
圏
を
形
成
し
、
中
ラ
イ
ン
・
上
ラ
イ
ン
地
方
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

を
掌
握
し
て
い
っ

（
（2
（

た
。
こ
の
点
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
よ
う
な
、
ド
イ
ツ
西
部
に
お
け
る
有
力
領
邦
の
発
展
を
考
え
る
う
え
で
無
視
で
き
な
い

要
素
で
あ
り
、
ま
た
中
世
後
期
ド
イ
ツ
国
制
史
に
帝
国
と
領
邦
の
中
間
の
レ
ベ
ル
を
想
定
す
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
以
下
、
や
は
り
い

く
つ
か
分
野
を
分
け
て
、
論
述
し
て
み
よ
う
。
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（
一
）
レ
ー
ン
制

　

レ
ー
ン
制
は
、
も
ち
ろ
ん
君
主
と
領
邦
貴
族
と
を
結
び
つ
け
る
関
係
で
あ
っ

（
（2
（

た
。
も
っ
と
も
、
レ
ー
ン
制
と
領
邦
発
展
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
学
説
の
評
価
は
二
分
さ
れ
て
い
る
。
オ
ッ
ト
ー
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
否
定
的
に
評
価

（
（2
（

し
、
近
年
で
も
ヤ
ン
セ
ン
が
同
旨
で
あ
る

（
（2
（

が
、
一
方
、

ト
イ
ア
ー
カ
ウ
フ
ら
は
肯
定
的
に
評
価
し
て
い

（
（2
（

る
。
し
か
し
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
レ
ー
ン

（
（2
（

制
は
狭
義
の
領
邦
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
領
邦
を
越
え
た

関
係
を
も
設
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

中
世
後
期
の
ド
イ
ツ
で
は
、
レ
ー
ン
関
係
の
文
書
化
傾
向
が
見
ら
れ
、
授
封
証
書Lehnsbrief

と
受
領
証
書Lehnsrevers

と
い
う
レ
ー

ン
証
書
の
他
、
レ
ー
ン
台
帳
も
作
成
さ
れ
た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
で
も
、
一
四
〇
一
年
に
最
古
の
レ
ー
ン
台
帳
が
作
成
さ
れ

（
（3
（

る
。
契
機
と
な
っ
た

の
は
一
三
九
八
年
の
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
の
死
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
一
四
一
三
年
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
レ
ー
ン
台
帳
、
一
四
四
三
年

の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
レ
ー
ン
台
帳
が
作
成
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
一
四
七
一
年
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
レ
ー
ン
台
帳
は
、
宮
中
伯
が
授

与
し
た
レ
ー
ン
だ
け
で
な
く
、
宮
中
伯
が
受
領
し
た
レ
ー
ン
を
も
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
台
帳
は
、
封
主
・
封
臣
の
場
面
と
献
呈
場
面

を
描
い
た
細
密
画
を
も
含
ん
で
い
る
。
こ
の
台
帳
は
そ
の
後
も
約
七
〇
年
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
、
封
臣
は
レ
ー
ン
受
領
の
際
に
台
帳
に
か

け
て
誓
約
を
行
っ

（
（3
（

た
。

　

一
四
〇
一
年
の
台
帳
に
よ
れ
ば
、
こ
の
機
会
に
約
四
五
〇
人
の
封
臣
が
レ
ー
ン
を
受
け
取
っ

（
（3
（

た
。
加
え
て
約
一
〇
〇
人
、
か
つ
て
封
臣
で

あ
っ
て
本
来
レ
ー
ン
受
領
す
べ
き
だ
が
、
そ
う
し
な
か
っ
た
者
た
ち
が
い
る
。
ま
た
一
四
七
一
年
の
レ
ー
ン
台
帳
に
は
約
四
〇
〇
人
の
封
臣

が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
人
数
は
、
他
の
レ
ー
ン
宮
廷
と
比
較
す
る
と
中
規
模
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
三
八
一
年
の
バ
ー
デ
ン
辺

境
伯
の
レ
ー
ン
台
帳
は
、
全
部
で
四
一
の
家
系
か
ら
七
〇
人
の
レ
ー
ン
受
領
者
を
数
え
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
司
教
ポ
トPotho

（
一
三
七
九－

八
一
年
）
は
、
五
五
〇
人
か
ら
六
〇
〇
人
の
封
臣
を
有
し
て
い
た
。
更
に
、
一
四
世
紀
の
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
、
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一
五
世
紀
に
は
約
一
三
〇
〇
人
の
封
臣
を
持
っ
た
。

　

し
か
し
レ
ー
ン
宮
廷
の
評
価
は
量
的
の
み
な
ら
ず
質
的
観
点
か
ら
も
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
高
貴
な
封
臣
が
レ
ー
ン
宮
廷

に
属
し
て
い
る
か
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
の
封
臣
の
約
三
割
は
市
民
お
よ
び
農
民
階
層
に
属
し
て

い
た
。
ま
た
バ
ー
デ
ン
の
封
臣
に
は
、
高
級
貴
族H

ochadel

は
一
人
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
一
方
こ
の
点
で
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
一
四
〇
一

年
の
レ
ー
ン
台
帳
は
、
諸
侯
一
、
伯
二
三
、
フ
ラ
イ
ヘ
ル
二
六
を
含
ん
で
い

（
（3
（

る
。
諸
侯
は
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
公
で
、
近
世
ま
で
プ
フ
ァ
ル
ツ
は
ユ
ー

リ
ッ
ヒ
に
対
す
る
封
主
の
地
位
を
主
張
し
て
い

（
（3
（

た
。
伯
と
し
て
は
、
ヴ
ィ
ル
ト
グ
ラ
ー
フW

ildgraf

、
マ
ル
クM

ark

、
シ
ュ
ポ
ン
ハ
イ
ム

Sponheim

、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ンK

atzenelnbogen

、
ナ
ッ
サ
ウN

assau

、
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ンLeiningen

、
サ
イ
ンSayn

、
フ
ェ

ル
デ
ン
ツV

eldenz

、
ヴ
ィ
ー
トW

ied

、
ツ
ヴ
ァ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ンZw

eibrücken

、
リ
ー
ネ
ッ
クRieneck

、
エ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン

Eberstein

な
ど
が
、
フ
ラ
イ
ヘ
ル
と
し
て
は
、
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ンEppstein

、
ハ
ー
ナ
ウH

anau

、
イ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
クIsenburg

、
ホ
ー

エ
ン
ロ
ー
エH

ohenlohe

、
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
クLichtenberg

、
ヴ
ィ
ン
ネ
ブ
ル
ク
・
バ
イ
ル
シ
ュ
タ
イ
ンW

inneburg-Beilstein

な
ど

が
見
ら
れ

（
（3
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
ラ
イ
ン
地
方
の
主
要
な
伯
と
フ
ラ
イ
ヘ
ル
が
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
封
臣
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
数
と
し
て

最
大
で
あ
っ
た
の
は
、
ク
ラ
イ
ヒ
ガ
ウK

raichgau
、
オ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
トO

denw
ald

、
ラ
イ
ン
左
岸
の
下
級
貴
族
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
市
民
は
わ
ず
か
二
例
し
か
登
場
し
な
い
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
レ
ー
ン
宮
廷
の
貴
族
的
性
格
は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
一
四
七
一
年
の
レ
ー

ン
台
帳
で
は
、
封
臣
と
し
て
、
諸
侯
八
、
伯
と
フ
ラ
イ
ヘ
ル
四
八
が
数
え
ら
れ

（
（3
（

る
。
こ
れ
ら
の
レ
ー
ン
関
係
の
う
ち
、
古
い
も
の
（
ユ
ー
リ
ッ

ヒ
と
の
関
係
な
ど
）
は
、
宮
中
伯
が
下
ラ
イ
ン
な
ど
に
拠
点
を
持
っ
て
い
た
時
代
か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配

の
南
下
を
反
映
し
て
、
中
ラ
イ
ン
地
方
の
伯
や
フ
ラ
イ
ヘ
ル
と
レ
ー
ン
関
係
が
結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　

他
の
領
邦
と
同
様
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
で
も
中
世
後
期
に
は
定
期
金
レ
ー
ンRentenlehen

な
ど
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
レ
ー
ン
も
発
展
し

（
（3
（

た
。

封
臣
側
か
ら
の
所
領
譲
渡
と
レ
ー
ン
化
（Lehnsauftrag

）
も
広
く
見
ら
れ
、
た
い
て
い
封
臣
に
な
る
側
が
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
保
護
を
求
め
て
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14 世紀プファルツのレーン関係
Meinrad Schaab, Geschichte der Kurpfalz, Bd. 1 : Mittelalter, 
Stuttgart u.a., 1988, S. 115 の地図による。

プ
フ
ァ
ル
ツ
の
レ
ー
ン
で
あ
る
グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト

お
よ
び
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

そ
の
う
ち
後
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の

そ
れ
自
体
は
レ
ー
ン
で
な
い
が
多
く
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
の

レ
ー
ン
所
領
を
伴
っ
た
グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト

個
々
の
レ
ー
ン

直
接
支
配
（
共
有
を
含
む
）

重
要
な
ア
ム
ト
所
在
地
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譲
渡
を
行
っ
た
。
封
臣
の
義
務
は
多
く
は
一
般
的
な
形
で
規
定
さ
れ
、
あ
ま
り
特
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
城
塞
守
備
・
駐
屯
に
特

化
し
た
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
は
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

プ
フ
ァ
ル
ツ
で
は
ア
ム
ト
マ
ン
は
通
常
レ
ー
ン
関
係
で
も
君
主
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

（
（3
（

た
。
一
三
九
五
年
の
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
定
め
や
そ

の
前
後
の
所
領
分
割
で
も
、
こ
の
意
味
で
の
封
臣
た
ち
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
も
そ
の
よ
う
な
展
開
の
中
で
、
封
臣
は
、

宮
中
伯
個
人
と
い
う
よ
り
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
宮
中
伯
は
、
封
臣
に
対
す
る
裁
判
管
轄
を
主
張

し
、
し
ば
し
ば
王
権
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
た
。
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
な
ど
と
多
重
封
臣
関
係
に
あ
る
貴
族
に
対
し
て
は
、
個
別
的
に
レ
ー
ン

裁
判
権
の
貫
徹
が
図
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
レ
ー
ン
制
は
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
よ
り
そ
の
支
配
手
段
の
一
つ
と
し
て
領
邦
建
設
の
た
め
に
活
用
さ
れ
た
が
、
し
か
し
そ
れ

に
と
ど
ま
ら
ず
、
領
邦
外
に
広
が
る
影
響
圏
の
基
礎
に
も
な
り
え
た
。
歴
史
的
由
来
も
あ
っ
て
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
が
ド
イ
ツ
西
部
、
と
り
わ

け
中
・
上
ラ
イ
ン
地
方
の
数
多
く
の
中
級
貴
族
を
封
臣
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
宮
中
伯
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
下
支
え
す
る
要
素
で
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
レ
ー
ン
制
の
意
義
を
も
、
我
々
は
よ
り
強
く
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
二
）
城
塞
と
開
城
権

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
自
前
の
城
塞
を
建
設
・
保
持
し
、
領
邦
支
配
の
支
柱
と
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
城
塞
で
は
下
級

貴
族
を
主
力
と
す
る
ブ
ル
ク
マ
ン
が
守
備
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
も
既
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
場
合
、
ラ
イ
ン
地
方

の
伯
や
フ
ラ
イ
ヘ
ル
と
い
っ
た
中
級
貴
族
も
、
そ
う
し
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
城
塞
の
ブ
ル
ク
マ
ン
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
既
に
ル
ー
ド
ル
フ
一

世
の
も
と
で
、
ツ
ヴ
ァ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ン
、
シ
ュ
ポ
ン
ハ
イ
ム
、
ヴ
ィ
ル
ト
グ
ラ
ー
フ
・
フ
ォ
ン
・
キ
ル
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13-14 世紀のプファルツの開城権付き城塞と領邦
Meinrad Schaab, Geschichte der Kurpfalz, Bd. 1 : Mittelalter, 
Stuttgart u.a., 1988, S. 116 の地図による。
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er

14
10
年
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
（
共
有
地
を
含
む
）

プ
フ
ァ
ル
ツ
が
開
城
権
を
持
つ
城
と
地
点

重
要
な
都
市
な
ど

S
ta

de
n
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ブ
ル
クW

ildgraf von K
yrburg

と
い
っ
た
伯
た
ち
や
、
ビ
ッ
ケ
ン
バ
ッ
ハBickenbach

、
ク
リ
ン
ゲ
ン
ベ
ル
クK

lingenberg

、
シ
ェ

ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
エ
ア
バ
ッ
ハSchenk von Erbach

、
シ
ェ
ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
プ
ル
グSchenk von Lim

purg

、
ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル

クH
irschberg

な
ど
が
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
ブ
ル
ク
マ
ン
と
な
っ

（
（3
（

た
。
こ
の
よ
う
な
プ
フ
ァ
ル
ツ
城
塞
に
お
け
る
奉
仕
関
係
も
、
宮
中
伯
の
広

域
的
影
響
力
の
あ
ら
わ
れ
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
要
素
で
も
あ
っ
た
。

　

更
に
加
え
て
ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
、
そ
う
し
た
自
前
の
城
塞
網
を
遙
か
に
超
え
て
、
広
い
範
囲
で
開
城
契
約
を
結
ん
で
い
っ

（
（4
（

た
。
そ
こ
で

は
、
城
塞
を
所
有
す
る
貴
族
が
城
を
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
譲
渡
し
て
、
レ
ー
ン
と
し
て
再
度
受
領
し
、
そ
の
際
に
開
城
権Ö

ffnungsrecht

が
設

定
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
開
城
契
約
に
よ
り
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
は
、
フ
ェ
ー
デ
・
戦
争
の
際
に
、
当
該
の
城
を
中
立
化
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
開
か
れ
た
城
塞
は
、
ク
ラ
イ
ヒ
ガ
ウK

raichgau

の
ヴ
ァ
ル
ト
ア
ン
ゲ
ル
ロ
ッ
ホW

aldangelloch

、
マ
ウ
ア
ー

M
auer

、
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
トH

elm
stadt

、
シ
ュ
タ
イ
ン
ス
ベ
ル
クSteinsberg

、
シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
ベ
ル
クStreichenberg

、

ゲ
ミ
ン
ゲ
ンGem

m
ingen

、
ラ
ー
フ
ェ
ン
ス
ブ
ル
クRavensburg

、
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
ア
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ゼ
ンA

schhausen

、
ノ
イ
ハ

ウ
スN

euhaus

、
ブ
ラ
ウ
ネ
ッ
クBrauneck
、
ラ
イ
ン
左
岸
の
今
日
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
か
ら
エ
ル
ザ
ス
に
か
け
て
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ン

W
indstein

、
フ
レ
ン
ズ
ブ
ル
クFröndsburg

、
ヴ
ィ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンW

ilenstein

、
ナ
ー
エN

ahe

川
流
域
と
隣
接
す
る
山
間
部
の
ヴ
ィ

ル
ト
グ
ラ
ー
フ
の
城
塞
と
ア
ル
テ
ン
バ
ウ
ム
ブ
ル
クA

ltenbaum
burg

、
ラ
イ
ン
グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンRheingrafenstein

、
フ

ン
ス
リ
ュ
ッ
クH

unsrück

北
部
と
モ
ー
ゼ
ル
川
流
域
の
バ
イ
ル
シ
ュ
タ
イ
ンBeilstein

、
ヴ
ィ
ン
ネ
ブ
ル
クW

inneburg

、
エ
ル
ツ

Eltz

、
シ
ェ
ー
ネ
ッ
クSchöneck

、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
クSchönberg
、
ラ
ー
ンLahn

川
流
域
の
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ブ
ル
クW

esterburg

家
の

城
塞
、
ヴ
ェ
ッ
テ
ラ
ウW

etterau

の
ク
レ
ー
ベ
ル
クK

leeberg

、
オ
ッ
ク
シ
ュ
タ
ッ
トO

ckstadt

、
シ
ュ
タ
ー
デ
ンStaden

な
ど
中
ラ

イ
ン
か
ら
上
ラ
イ
ン
に
広
く
及
ん
で
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
開
城
城
塞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
狭
義
の
領
邦
を
越
え
る
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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以
上
の
レ
ー
ン
制
と
開
城
契
約
を
通
じ
て
、ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
周
囲
の
下
級
貴
族
へ
の
影
響
力
を
強
め

（
（4
（

た
。
宮
中
伯
は
、下
級
貴
族
を
レ
ー

ン
関
係
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
た
他
、
宮
廷
や
地
方
行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
職
に
も
就
け
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
役
職
に
い
か
に
多
く
の
特
定

の
下
級
貴
族
家
門
出
身
者
が
現
れ
、
ま
た
ど
れ
ほ
ど
頻
繁
に
彼
ら
が
顧
問
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
か
は
、
我
々
が
関
係
箇
所
で
既
に
詳
し

く
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
た
下
級
貴
族
と
し
て
は
、
一
四
世
紀
以
後
、
ラ
イ
ン
左
岸
の
家
門

に
対
し
て
、
ネ
ッ
カ
ー
下
流
や
ク
ラ
イ
ヒ
ガ
ウ
、
オ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
トO

denw
ald

の
貴
族
た
ち
が
ま
す
ま
す
主
力
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
王
権
の
後
に
は
、
以
前
に
も
増
し
て
、
彼
ら
に
対
す
る
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
の
吸
引
力
が
増
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ラ
ン
ズ
フ
ー
ト
継
承
戦
争
と
宗
教
改
革
の
後
、
ク
ラ
イ
ヒ
ガ
ウ
や
オ
ル
テ
ナ
ウO

rtenau

の
下
級
貴
族
た
ち
は
帝
国
騎
士
団

体
を
形
成
し
、
皇
帝
に
直
接
結
び
つ
く
こ
と
と
な

（
（4
（

る
。
こ
の
点
で
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
、
一
六
世
紀
に
入
っ
て
大
き
な
変
容
を

被
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
三
）
そ
の
他
の
超
領
邦
的
諸
権
限

　

レ
ー
ン
制
度
お
よ
び
開
城
権
の
他
に
、
広
域
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
手
掛
か
り
と
な
り
え
た
仕
組
み
と
し
て
、
保
護
契
約
が
あ

（
（4
（

る
。
ラ
イ
ン

宮
中
伯
は
、
一
四
世
紀
以
後
、
ラ
イ
ン
地
方
を
中
心
に
広
い
範
囲
で
、
教
会
、
修
道
院
、
都
市
な
ど
と
保
護
契
約
を
結
ん
で
い
っ
た
。

ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
司
教
座
聖
堂
参
事
会
、
オ
ル
テ
ナ
ウ
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ァ
ッ
ハSchw

arzach

修
道
院
、
ド
イ
ツ
騎
士
団
の
ド
イ
ツ
地
区

長D
eutschm

eister

、
ダ
ウ
ン
の
ヴ
ィ
ル
ト
グ
ラ
ー
フW

ildgraf zu D
aun

、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
、
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク

W
eißenburg

、
ゲ
ル
ン
ハ
ウ
ゼ
ンGelnhausen

、
ヴ
ィ
ム
プ
フ
ェ
ンW

im
pfen

、
ハ
イ
ル
ブ
ロ
ンH

eilbronn

、
ヴ
ァ
イ
ルW

eil

の
各

都
市
な
ど
が
、
保
護
契
約
の
相
手
方
で
あ
っ
た
。
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護
送
権Geleit

も
ま
た
、
狭
義
の
領
邦
を
越
え
る
影
響
力
を
も
た
ら
し

（
（4
（

た
。
護
送
権
は
、
通
行
往
来
の
安
全
を
保
証
し
、
代
わ
り
に
通

行
者
か
ら
税
を
得
る
権
利
で
あ

（
（4
（

る
。
中
世
後
期
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
場
合
に
は
と
り
わ
け
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
年
市
な
ど
に
向
か
う
商
人
団

の
た
め
の
護
送
権
が
重
要
で
あ
っ
た
。
商
人
な
ど
が
納
め
る
負
担
は
、
通
常
は
、
流
通
税
と
一
緒
に
流
通
税
徴
収
所
で
徴
税
さ
れ

（
（4
（

た
。
こ
の

権
利
は
、
し
ば
し
ば
直
接
の
支
配
範
囲
を
越
え
て
主
張
・
適
用
さ
れ
た
が
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
護
送
権
も
、
北
は
ビ
ン
ゲ
ンBingen

、
マ
イ

ン
ツ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
南
は
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
手
前
、
プ
フ
ォ
ル
ツ
ハ
イ
ムPfolzheim

、
マ
ウ
ル
ブ
ロ
ンM

aulbronn

ま

で
、
西
は
ホ
ム
ブ
ル
クH

om
burg

近
く
の
キ
ュ
ー
ベ
ル
ベ
ル
クK

übelberg

か
ら
東
は
ブ
ー
ヘ
ンBuchen

、
ラ
ウ
ダLauda

、
メ
ル
ゲ

ン
ト
ハ
イ
ムM

ergentheim
ま
で
、
狭
義
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
を
大
き
く
越
え
て
妥
当
し
て
い

（
（4
（

た
。
ま
た
そ
の
妥
当
範
囲
は
、
も
ち
ろ
ん

陸
上
交
通
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
範
囲
の
ラ
イ
ン
川
お
よ
び
ネ
ッ
カ
ー
川
の
水
上
交
通
に
も
及
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
広
域
的
護
送
権

の
行
使
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
限
ら
れ
な
か
っ
た

（
（4
（

が
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
護
送
権
は
と
り
わ
け
広
い
範
囲
に
及
び
、
ラ
イ
ン
地
方
と
西
南
ド
イ
ツ

に
お
け
る
宮
中
伯
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
支
え
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
、
お
そ
ら
く
国
王
領
の
質
入
れ
を
機
に
、
ネ
ッ
カ
ーN

eckar－

タ
ウ
バ
ーT

auber

間
な
ど
の
国
王
直
属

民K
önigsleute

に
対
し
て
も
支
配
権
を
及
ぼ
し
た
。
彼
ら
は
移
動
の
自
由
な
ど
の
点
で
多
く
の
農
民
よ
り
も
有
利
な
地
位
に
あ
っ
た
が
、

同
時
に
宮
中
伯
に
対
し
て
人
頭
税
な
ど
の
負
担
を
負
っ
た
。
そ
れ
ら
の
負
担
は
、
国
王
直
属
民
が
宮
中
伯
以
外
の
領
主
の
土
地
に
居
住
す
る

場
合
で
も
要
求
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
支
配
関
係
も
ま
た
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
が
狭
義
の
領
邦
を
越
え
る
影
響
力
を
持
つ
経
路
と
な
っ

（
（4
（

た
。

　

更
に
宮
中
伯
は
、
や
は
り
そ
の
狭
義
の
支
配
に
か
か
わ
り
な
く
、
ア
ル
ツ
ァ
イA

lzey

近
辺
な
ど
ラ
イ
ン
地
方
の
一
定
の
領
域
に
新
た

に
入
り
込
ん
だ
者
た
ち
が
、
い
ず
れ
か
の
主
人
に
よ
る
追
跡
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
、
彼
ら
を
体
僕Leibeigene

と
す
る
権
利
、
い
わ
ゆ

るW
ildfangrecht

を
主
張
し
実
行
し

（
（5
（

た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
のW

ildfangrecht
は
、
ア
ル
ツ
ァ
イ
近
辺
の
他
、
ビ
ン
ゲ
ン
か
ら
バ
ッ
ハ
ラ
ッ

ハ
ま
で
の
ラ
イ
ン
左
岸
、
ナ
ー
エ
川
流
域
か
ら
フ
ン
ス
リ
ュ
ッ
ク
、
ラ
イ
ン
右
岸
で
は
シ
ュ
タ
ル
ケ
ン
ブ
ル
クStarkenburg

、
ク
ラ
イ
ヒ
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ガ
ウ
か
ら
バ
ー
デ
ン
北
部
ま
で
、
広
く
及
ぶ
も
の
と
さ
れ
た
。
一
四
五
四
年
以
後
、
宮
中
伯
は
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
な
ど
近
隣
の
領
邦
君
主

と
の
間
でW

ildfangrecht

に
関
す
る
条
約
を
締
結
し
、
一
五
一
八
年
に
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
のW

ildfangrecht

は
皇
帝
に
よ
っ
て
も
承
認
さ

れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
権
利
も
ま
た
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
広
域
支
配
の
基
礎
と
な
る
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

（
四
）
聖
界
領
邦
の
従
属
化

　

中
世
後
期
の
ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
と
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
と
い
う
ラ
イ
ン
地
方
の
二
つ
の
司
教
領

（
（5
（

邦
を
実
質
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
下
に
置
い
て
い
っ

（
（5
（

た
。
そ
の
よ
う
に
有
力
領
邦
が
司
教
座
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
以
外
で
も
、
ブ
ラ

ン
デ
ン
ブ
ル
ク
、
ハ
ー
フ
ェ
ル
ベ
ル
クH

avelberg

、
レ
ー
ブ
スLebus

と
ツ
ォ
レ
ル
ン
家
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
、
マ
イ
セ
ン

M
eißen

、
メ
ル
ゼ
ブ
ル
クM

erseburg
、
ナ
ウ
ム
ブ
ル
クN

aum
burg

と
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
家
な
ど
に
例
が
見
ら
れ

（
（5
（

る
。

　

プ
フ
ァ
ル
ツ
に
と
っ
て
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
座
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
な
ど
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
に
と
っ
て
中
核
的
な
地
点
が
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の

教
会
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
一
三
世
紀
の
宮
中
伯
た
ち
は
、
概
し
て
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
と

良
好
な
関
係
を
保
っ

（
（5
（

た
。
宮
中
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
は
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
か
ら
も
い
く
つ
か
レ
ー
ン
を
得
て
、
支
配
拡
大
に
役
立

て
（
（5
（

た
。

　

中
世
後
期
の
間
に
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
は
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
の
小
規
模
な
領
邦
を
包
囲
し
て
い
っ
た
。
宮
中
伯
は
、
一
三
八
〇

年
代
か
ら
司
教
座
聖
堂
参
事
会
に
プ
フ
ァ
ル
ツ
与
党
を
持
ち
、
司
教
人
事
や
参
事
会
人
事
に
影
響
力
を
行
使
し

（
（5
（

た
。
一
三
八
〇
年
代
の

シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
位
を
め
ぐ
る
争
い

（
（5
（

で
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
か
ら
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
に
選
ば
れ
た
ア
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ナ
ッ

サ
ウA

dolf von N
assau

は
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
位
を
も
保
持
し
よ
う
と
し
た
。
一
方
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
は
、
そ
の
上
級
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書
記Protonotar

で
あ
っ
た
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ンN

ikolaus von W
iesnaden

を
司
教
に
推
し
、
お
そ
ら
く

一
三
八
一
年
に
は
ロ
ー
マ
の
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
六
世
に
よ
る
特
別
任
命
を
獲
得
し
た
。
以
後
司
教
位
を
め
ぐ
っ
て
ア
ー
ド
ル
フ
と
ニ
コ
ラ
ウ

ス
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
争
い
と
な
っ
た
が
、
一
三
八
六
年
に
は
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
が
ニ
コ
ラ
ウ
ス
に
レ
ガ
リ
ア
を
授
与

（
（5
（

し
、
一
三
八
八
年
に

ニ
コ
ラ
ウ
ス
は
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
エ
ッ
ク
ハ
ル
トEckhard

か
ら
正
式
の
司
教
叙
任
を
受
け
た
。
一
三
八
九
年
に
は
ニ
コ
ラ
ウ
ス
と
ア
ー

ド
ル
フ
の
両
者
の
間
で
和
解
が
成
立
し
、
司
教
領
邦
を
折
半
す
る
こ
と
と
な
っ

（
（5
（

た
。
一
三
九
〇
年
に
は
ア
ー
ド
ル
フ
が
死
に
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス

は
司
教
領
邦
全
体
の
支
配
を
確
保
す
る
。

　

そ
の
後
一
四
世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
に
は
、
ラ
バ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
トRaban von H

elm
statt

と
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ラ
ム

ン
グM

atthias Ram
ung

が
、
上
述
の
よ
う
に
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
書
記
局
長K

anzler

を
兼
ね

（
（6
（

た
。
参
事
会
の
多

数
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
ヨ
フ
リ
ド
・
フ
ォ
ン
・
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
＝
ハ
ル
デ
ン
ブ
ル
クJofrid von Leiningen－

H
ardenburg

に
対
抗
し
て
、

宮
中
伯
の
後
援
を
得
て
司
教
位
に
就
い
た
ラ
バ
ン

（
（6
（

は
、
自
分
の
家
系
の
メ
ン
バ
ー
を
大
量
に
司
教
座
聖
堂
参
事
会
に
引
き
入
れ

（
（6
（

た
。
ク
ラ
イ

ヒ
ガ
ウ
の
下
級
貴
族
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
家
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
の
密
接
な
関
係
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
動
き
は
司
教
座
聖
堂
参
事
会
内
部
の
プ

フ
ァ
ル
ツ
派
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ

（
（6
（

た
。
一
五
世
紀
半
ば
の
司
教
ヨ
ハ
ン（Johann N

ix von H
oheneck gen. von Enzberg

）は
プ
フ
ァ

ル
ツ
の
敵
た
ち
と
結
ん
で
宮
中
伯
に
反
抗
す
る
が
、
一
四
六
二
年
に
ゼ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ムSeckenheim

の
戦
い
に
敗
れ
て
、
逆
に
プ
フ
ァ
ル

ツ
に
支
配
地
を
奪
わ
れ
、
み
ず
か
ら
も
退
位
を
余
儀
な
く
さ
れ

（
（6
（

た
。
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
は
、
彼
に
代
え
て
、
み
ず
か
ら
の
書
記
局

長
で
あ
っ
た
マ
テ
ィ
ア
ス
を
司
教
位
に
送
り
込
む
。
マ
テ
ィ
ア
ス
は
、
一
四
六
六
年
に
宮
中
伯
と
の
間
で
保
護
契
約
を
締
結
し
、
司
教
領
の

プ
フ
ァ
ル
ツ
・
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
へ
の
統
合
に
拍
車
を
か
け

（
（6
（

た
。
そ
の
一
方
で
マ
テ
ィ
ア
ス
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
後
援
を
頼
み
に
、
司
教
座
聖
堂

参
事
会
や
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
市
に
対
し
て
、
司
教
と
し
て
の
地
位
を
強
化
し

（
（6
（

た
。

　

よ
り
小
規
模
な
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
の
領
邦
も
、
一
四
世
紀
の
間
に
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
に
の
み
こ
ま
れ
て
い
っ

（
（6
（

た
。
一
三
四
九
年
に
、
宮
中
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伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
は
、
司
教
空
位
中
の
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
座
聖
堂
参
事
会
を
保
護
下
に
お
き
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
敵
対
す
る
人
間
を
司
教

に
選
ば
な
い
こ
と
を
参
事
会
に
約
束
さ
せ

（
（6
（

た
。
一
三
五
三
年
に
は
司
教
ザ
ル
マ
ンSalm

an

が
、
宮
中
伯
の
同
意
な
し
に
支
配
下
の
城
を
処

分
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
た
。
一
三
六
〇
年
代
に
は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
は
、
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
か
ら
認
め
ら
れ
た
司
教
教
会
の
フ
ォ
ー

ク
ト
と
し
て
の
権
利
に
も
と
づ
い
て
、
司
教
領
邦
の
都
市
・
市
場
・
村
に
裁
判
官
を
任
命
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
一
三
六
六
年
（
九
月

一
六
日
）に
皇
帝
に
よ
り
是
正
さ
れ
、プ
フ
ァ
ル
ツ
に
認
め
ら
れ
た
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
は
そ
の
よ
う
な
介
入
を
正
当
化
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、

お
よ
び
司
教
が
裁
判
官
等
の
任
命
権
を
有
す
べ
き
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
領
邦
で
は
、
多
く
の
地
点
が
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
の

共
有
に
な
っ
た
が
、
例
え
ば
、
司
教
の
宮
廷
所
在
地Residenz

で
あ
っ
た
ラ
ー
デ
ン
ブ
ル
クLadenburg

は
、
一
三
八
五
年
に
司
教
と
宮

中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
と
の
間
で
結
ば
れ
た
ブ
ル
ク
フ
リ
ー
デ
に
よ
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
共
有
地

と
な
っ

（
（6
（

た
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
平
行
し
て
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
へ
の
従
属
化
が
進
展
し
た
。
宮
中
伯
は
、
一
三
六
六
年
と
一
三
八
六
年
に
、
司
教
と
ヴ
ォ
ル

ム
ス
市
の
和
解
を
仲
介
し

（
（7
（

た
。
宮
中
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
は
、
一
四
一
一
年
に
は
や
は
り
司
教
と
ヴ
ォ
ル
ム
ス
市
と
の
紛
争
に
介
入
し
て

和
解
を
仲
介
し

（
（7
（

た
。
一
四
一
五
年
に
国
王
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
が
司
教
と
都
市
と
間
の
争
い
を
解
決
し
た
際
に
は
、
宮
中
伯
が
司
教
座
の
保
護
者

と
し
て
指
定
さ
れ

（
（7
（

た
。
一
四
世
紀
末
以
降
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
は
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
の
人
事
に
も
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
の

書
記
局
長
で
あ
っ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ス
トLudw

ig von A
st

は
一
四
四
五
年
に
参
事
会
の
多
数
に
よ
っ
て
司
教
に
選
出
さ

れ
た
も
の
の
、
参
事
会
の
分
裂
に
よ
り
司
教
位
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
四
〇
五
年
か
ら
一
四
一
〇
年
ま
で
司
教
位
に
あ
っ
た
マ
テ
ウ

ス
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
カ
ウM

atthäus von K
rakau

や
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ス
ト
の
後
に
司
教
と
な
っ
た
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ

ン
・
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ンReinhard von Sickingen

（
一
四
四
五
年
か
ら
一
四
八
二
年
ま
で
司
教
在
位
）
の
ケ
ー
ス
で
は
、
司
教
人
事
に
対
す

る
宮
中
伯
の
影
響
力
は
明
ら
か
で
あ

（
（7
（

る
。
更
に
一
四
八
二
年
に
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
書
記
局
長
で
既
述
の
よ
う
に
人
文
主
義
者
で
も
あ
っ
た
ヨ
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ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ダ
ル
ベ
ル
クJohann von D

alberg

が
司
教
に
選
ば
れ
、
一
五
〇
三
年
ま
で
在
位
し

（
（7
（

た
。
彼
の
も
と
で
、
プ
フ
ァ
ル
ツ

の
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
座
に
対
す
る
保
護
と
介
入
は
一
層
強
化
さ
れ
た
の
で
あ

（
（7
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
四
世
紀
か
ら
特
に
一
五
世
紀
の
経
過
中
に
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
と
ヴ
ォ
ル
ム
ス
と
い
う
中
ラ
イ
ン
地
方
の
二
つ
の
司
教
領

邦
は
、
司
教
人
事
へ
の
影
響
や
保
護
契
約
な
ど
の
経
路
を
通
じ
て
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
と
緊
密
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
近
隣
の
聖
界

領
邦
を
実
質
的
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
も
ま
た
、
狭
義
の
領
邦
支
配
を
越
え
る
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
一
翼
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

（
五
）
選
挙
侯
同
盟
と
ラ
イ
ン
川
政
策

　

宮
中
伯
が
単
独
で
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
重
要
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
関
与
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
狭
義
の
領
邦
を

越
え
て
秩
序
形
成
を
試
み
得
た
よ
う
な
関
係
と
し
て
、ラ
イ
ン
地
方
の
選
挙
侯
同
盟
が
あ

（
（7
（

る
。
こ
の
種
の
同
盟
は
、帝
国
政
治
に
関
係
し
て
、

ま
た
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
と
も
結
び
付
き
な
が
ら
、
し
ば
し
ば
結
成
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
同
時
に
彼
ら
は
領
邦
建
設
の
面
で
は
ラ
イ
ヴ
ァ
ル

で
あ
り
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
と
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
よ
う
に
、
頻
繁
に
対
立
し
あ
う
関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
彼
ら
の
間
の
同
盟
は
緊
張
を
伴
っ

た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
選
挙
侯
同
盟
の
中
に
は
、
ラ
イ
ン
地
方
の
選
挙
侯
に
共
通
の
「
ラ
イ
ン
川
政
策
」
に
起
因
し
て
結
ば
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
協
定
が

あ
る
。
ラ
イ
ン
川
は
ド
イ
ツ
西
部
の
経
済
の
大
動
脈
で
あ
り
、
選
挙
侯
た
ち
は
、
例
え
ば
流
通
税
徴
収
の
観
点
か
ら
、
ラ
イ
ン
川
を
舞
台
と

す
る
経
済
活
動
に
共
通
の
強
い
利
害
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
ラ
イ
ン
地
方
の
選
挙
侯
間
の
取
り
決
め
と
し
て
、
ま
ず
流
通
税
協
定
が
あ

（
（7
（

る
。
こ
の
分
野
で
は
、
一
三
五
八
年
の
マ
イ
ン
ツ

大
司
教
ゲ
ア
ラ
ッ
ハGerlach

、
ト
リ
ー
ア
大
司
教
ボ
エ
モ
ン
トBoem

ond

、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
・
二
世
の
協
定
が
重
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要
な
画
期
と
な
っ

（
（7
（

た
。
こ
こ
で
選
挙
侯
た
ち
は
、
エ
ー
レ
ン
フ
ェ
ル
スEhrenfels－

コ
ブ
レ
ン
ツK

oblenz

間
に
彼
ら
が
持
つ
流
通
税
徴

収
所
（
マ
イ
ン
ツ
の
エ
ー
レ
ン
フ
ェ
ル
ス
、
オ
ー
バ
ー
ラ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ンO
berlahnstein

、
ト
リ
ー
ア
の
ボ
ッ
パ
ル
トBoppard

、
コ

ブ
レ
ン
ツ
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハ
、
カ
ウ
プ
）
に
つ
い
て
、
税
率
を
協
定
し
（
い
わ
ゆ
るZollfuder

を
導
入
）、
共
通
の
課
税
品

目
表
を
定
め

（
（7
（

た
。
マ
イ
ン
ツ
、
ト
リ
ー
ア
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
三
選
挙
侯
は
、
一
三
七
一
年
に
も
オ
ー
バ
ー
ヴ
ェ
ー
ゼ
ルO

berw
esel

で
協

定
を
結
び
、
今
後
一
〇
年
間
流
通
税
を
値
上
げ
し
な
い
こ
と
を
約
束
し

（
（8
（

た
。
こ
の
協
定
で
ト
リ
ー
ア
大
司
教
ク
ー
ノ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ァ
ル
ケ

ン
シ
ュ
タ
イ
ンK

uno von Falkenstein

は
ケ
ル
ン
大
司
教
座
の
管
理
者V

erw
alter

と
し
て
も
行
動
し
た
た
め
、
こ
こ
で
初
め
て
四
選

挙
侯
の
流
通
税
協
定
が
成
立
し
た
。
こ
の
後
、
一
三
七
〇
、八
〇
年
代
に
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
が
ラ
イ
ン
流
通
税
に
介
入
を
試
み
る
が
、
マ

イ
ン
ツ
大
司
教
ヨ
ハ
ン
、
ケ
ル
ン
大
司
教
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
ト
リ
ー
ア
大
司
教
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
三
世
の
四
選

挙
侯
は
一
三
九
九
年
に
ボ
ッ
パ
ル
ト
で
、
流
通
税
徴
収
と
流
通
税
免
除
が
ラ
イ
ン
川
の
経
済
活
動
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
し
、
改
め
て
向

こ
う
三
年
間
の
税
率
な
ど
を
協
定
し

（
（8
（

た
。
同
様
の
協
定
は
、
一
四
一
三
、一
四
二
三
、一
四
二
四
、一
四
三
八
年
に
も
微
修
正
を
伴
い
つ
つ
繰

り
返
さ
れ

（
（8
（

た
。

　

一
四
六
一－

六
三
年
の
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
座
紛
争M

ainzer Bistum
sstreit

の
後
、
一
四
六
四
年
に
、
戦
争
に
よ
る
混
乱
か
ら
の
回
復

の
た
め
に
、
再
び
流
通
税
協
定
が
結
ば
れ

（
（8
（

た
。
選
挙
侯
た
ち
は
、
課
税
逃
れ
の
た
め
に
ラ
イ
ン
川
ル
ー
ト
か
ら
陸
路
へ
逃
避
す
る
動
き
も
に

ら
ん
で
、
過
重
な
課
税
が
ラ
イ
ン
川
交
易
を
衰
退
さ
せ
る
危
険
に
も
対
処
す
べ
く
、
や
は
り
税
率
な
ど
を
協
定
し
た
。
ま
た
流
通
税
に
関
す

る
協
議
・
監
視
機
関
と
し
て
、
四
選
挙
侯
の
流
通
税
役
人
か
ら
な
る
流
通
税
委
員
会Zollkapitel

が
設
立
さ
れ
、
年
一
回
ボ
ッ
パ
ル
ト
で

会
合
を
持
つ
こ
と
と
さ
れ
た
。
一
四
九
二
年
に
は
、
四
選
挙
侯
が
流
通
税
協
定
を
向
こ
う
八
年
間
に
つ
い
て
更
新
し
、
一
五
〇
三
年
に
は
協

定
が
更
に
一
二
年
間
延
長
さ
れ
た
。

　

第
二
に
、
ラ
イ
ン
川
交
易
の
安
全
の
た
め
の
協
定
が
あ

（
（8
（

る
。
例
え
ば
、
一
四
一
六
年
の
四
選
挙
侯
協

（
（8
（

定
で
、
選
挙
侯
た
ち
は
ラ
イ
ン
川
往
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来
の
安
全
を
保
証
し
た
。
既
に
一
四
世
紀
か
ら
、
ラ
イ
ン
地
方
の
三
大
司
教
の
同
盟
が
、
ラ
イ
ン
川
の
安
全
の
た
め
に
結
ば
れ
て
い

（
（8
（

た
。

一
三
五
五
年
と
一
三
五
七
年
に
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
ト
リ
ー
ア
大
司
教
の
間
で
も
、
往
来
の
安
全
維
持
の
た
め
の
同
盟
が
結
ば
れ

（
（8
（

た
。

一
四
一
六
年
の
協
定
と
同
じ
よ
う
な
内
容
は
、
前
述
の
一
四
六
四
、一
四
九
二
、一
五
〇
三
年
の
流
通
税
協
定
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
貨
幣
協
定
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ

（
（8
（

た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
以
降
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
は
独
自
の
貨
幣
政
策
を
展
開
し
た
。

一
三
五
三
年
に
は
、
カ
ー
ル
四
世
か
ら
貨
幣
鋳
造
高
権
を
認
め
ら
れ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
トN

eustadt

、
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
ム
、
バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハ
な
ど
で
貨
幣
を
鋳
造
し

（
（8
（

た
。
こ
の
中
で
は
、
や
は
り
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
が
最
も
重
要
で
あ
っ
た
。
一
四
世
紀
後
半
に

は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
の
貨
幣
鋳
造
は
、
期
間
を
限
っ
て
請
負
に
出
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
宮
中
伯
は
、
鋳
造
さ
れ
る
貨
幣
の
種
類
や
品
質

に
つ
い
て
細
か
く
指
定
し
て
い

（
（9
（

る
。
一
四
六
八
年
以
降
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
が
唯
一
の
造
幣
場
所
と
な
っ
た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
は
、
他
の
ラ
イ

ン
の
選
挙
侯
同
様
、
一
四
世
紀
の
う
ち
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
フ
ロ
ー
リ
ン
金
貨
を
模
倣
し
た
金
貨
を
鋳
造
す
る
（
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
）。

一
三
七
〇
年
代
に
は
、
ユ
リ
の
花
の
デ
ザ
イ
ン
に
代
わ
っ
て
、
発
行
者
の
紋
章
が
入
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
は
発
行
す
る
選
挙
侯
の
自
意

識
の
あ
ら
わ
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
は
、
そ
の
後
の
価
値
下
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
下
に
述
べ
る
貨
幣
協

定
も
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
西
部
で
支
配
的
な
貨
幣
と
な
っ
た
。

　

一
三
八
五
／
八
六
年
に
は
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ア
ー
ド
ル
フ
、
ケ
ル
ン
大
司
教
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
ト
リ
ー
ア
大
司
教
ク
ー
ノ
、
ラ
イ
ン
宮

中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
と
い
う
ラ
イ
ン
地
方
の
四
選
挙
侯
の
間
で
、
期
間
一
〇
年
の
貨
幣
協
定
が
成
立
し

（
（9
（

た
。
協
定
で
は
、
質
の
悪
い

通
貨
の
鋳
造
・
流
通
が
選
挙
侯
支
配
下
の
都
市
や
ラ
ン
ト
だ
け
で
な
くgem

ein land

の
害
に
も
な
っ
て
お
り
、
選
挙
侯
支
配
だ
け
で
な
く

gem
ein land

の
危
難
に
も
配
慮
し
そ
の
利
益
の
た
め
に
取
り
決
め
を
行
っ
た
旨
が
う
た
わ
れ
て
い

（
（9
（

る
。
選
挙
侯
た
ち
は
、
共
通
の
品
質
の

金
貨
（
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
金
貨
）
を
鋳
造
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
そ
れ
と
銀
貨
や
他
の
金
貨
と
の
交
換
比
率
を
定
め
、
流
通
貨
幣
を
一
定

の
種
類
に
制
限
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、
ラ
イ
ン
川
経
済
圏
の
貨
幣
制
度
は
安
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
協
定
は
、
そ
の
後
近
世
ま
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で
続
く
さ
ま
ざ
ま
な
貨
幣
協
定
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
協
定
は
そ
の
後
も
個
別
に
交
渉
・
更
新
さ
れ
、
ま
た
選
挙
侯
以
外
の
メ
ン
バ
ー
も
加

わ
っ

（
（9
（

た
。
た
だ
し
、
貨
幣
協
定
は
、
選
挙
侯
の
支
配
領
域
全
体
に
妥
当
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
場
合
、
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
周
辺
は
こ
の
協
定
の
妥
当
地
域
に
属
さ
な
か
っ
た
。
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
は
、
王
権
と
し
て
の
貨
幣
政
策
を
追
求
し
て
、
ラ
イ
ン
の
貨

幣
同
盟
か
ら
離
れ
た
が
、
し
か
し
彼
の
死
後
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
は
再
び
貨
幣
同
盟
に
復
帰
し
た
。
一
五
世
紀
に
は
、
他
の
領
邦
と
同
様
プ
フ
ァ

ル
ツ
も
領
内
の
副
次
的
な
貨
幣
鋳
造
所
を
閉
鎖
し
て
、
上
述
の
よ
う
に
領
邦
「
首
都
」
で
あ
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
鋳
造
を
集
中
さ
せ
た
。

こ
れ
は
、
こ
の
時
期
の
貴
金
属
不
足
が
一
つ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
同
じ
理
由
か
ら
、
ラ
イ
ン
の
貨
幣
同
盟
も
、
一
五
世
紀
末
に
は
、
南
北
二

つ
に
分
裂
し
、
一
四
八
一
年
の
下
ラ
イ
ン
地
方
の
協
定
（
ト
リ
ー
ア
、
ケ
ル
ン
、
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
、
ケ
ル
ン
市
）
と
一
四
八
八
年
の
プ
フ
ァ
ル

ツ
・
マ
イ
ン
ツ
協
定
が
成
立
し

（
（9
（

た
。
こ
の
分
裂
は
一
五
〇
二
年
の
ラ
イ
ン
選
挙
侯
の
貨
幣
協
定
で
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
・
マ
イ
ン
ツ
側
優
位
に
終

息
す
る
こ
と
に
な

（
（9
（

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
宮
中
伯
は
、
ラ
イ
ン
川
を
動
脈
と
す
る
経
済
活
動
に
関
連
し
て
、
ラ
イ
ン
地
方
の
他
の
選
挙
侯
た
ち
と
流
通
税
、
平
和

維
持
、
貨
幣
な
ど
に
関
し
て
数
多
く
の
協
定
を
締
結
し
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
も
ち
ろ
ん
ラ
イ
ン
宮
中
伯
が
単
独
で
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
行
使

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
協
定
を
通
じ
て
プ
フ
ァ
ル
ツ
は
「
ラ
イ
ン
川
政
策
」
を
遂
行
し
、
広
く
ラ
イ
ン
地
方
に
影
響
力
を
及
ぼ
し

た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
ド
イ
ツ
西
部
に
お
け
る
領
邦
形
成
の
重
要
な
事
例
と
し
て
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
領
邦
を
取
り
あ
げ
て
、
基
本
史
料
と
先
行
研
究
に

よ
り
つ
つ
そ
の
諸
側
面
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
領
邦
形
成
が
有
し
た
歴
史
的
意
義
の
一
面
に
迫
ろ
う
と
し
た
。
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従
来
の
我
が
国
の
研
究
が
ド
イ
ツ
東
部
の
大
領
邦
を
対
象
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
と
の
関
係
で
は
、
こ
こ
で
試
み
ら
れ
た
作
業
は
、

ま
ず
は
領
邦
の
形
成
と
発
展
に
見
ら
れ
る
多
様
性
と
幅
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
よ
う
な
領
邦
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
の
意
味
は
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
従
来
の
領
邦
研
究
で
は
必

ず
し
も
十
分
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
側
面
に
、
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
側
面
と
し
て
本
稿
は
第
一
に
帝
国
国
制
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
て
、
領
邦
建
設
が
帝
国
国
制
の
枠
内
で
進
行
し
た
事
象
で

あ
っ
た
と
い
う
点
に
注
意
を
促
そ
う
と
し
た
。
領
邦
君
主
た
る
ラ
イ
ン
宮
中
伯
が
帝
国
国
制
上
特
殊
な
地
位
を
保
持
し
、
そ
れ
ゆ
え
国
王
領

の
質
入
れ
な
ど
、
代
々
の
皇
帝
・
国
王
か
ら
特
別
な
考
慮
を
払
わ
れ
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
お
い
て
、
帝
国
国
制
と
領
邦
建
設
の
関
係
は
、
非
常

に
明
確
に
現
れ
る
。
し
か
し
、
同
じ
事
情
は
他
の
領
邦
の
場
合
に
も
、
考
慮
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
帝
国
国
制
の
枠
組
と
も
関
連
し
て
、
本
稿
は
第
二
に
君
主
家
門
が
領
邦
建
設
に
と
っ
て
有
し
た
意
義
を
改
め
て
強
調
し
、
そ
の

諸
側
面
を
描
い
た
。
中
世
後
期
ま
で
貴
族
家
門
で
分
割
相
続
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
で
は
、
家
門
の
相
続
関
係
の
規
制
が
お
よ
そ
領

邦
の
枠
組
が
安
定
す
る
前
提
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
で
は
単
独
相
続
確
立
へ
の
道
は
長
く
、
家
門
メ
ン
バ
ー
へ
の
配
慮
と
の
緊

張
関
係
の
中
で
次
第
に
進
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
宮
中
伯
家
は
、
帝
国
の
外
に
ま
で
広
が
る
婚
姻
関
係
を
取
り
結
び
つ
つ
、
領
邦
の
範

囲
を
越
え
た
多
方
面
へ
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
て
い
た
。
家
門
の
墓
所
の
選
択
に
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
領
邦
支
配
の
状
態
が
映
し
出
さ
れ

る
と
と
も
に
、
墓
所
の
存
在
自
体
が
領
邦
発
展
の
重
要
な
核
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
君
主
家
門
の
意
義
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の

よ
う
に
領
邦
形
成
が
君
主
家
門
の
活
動
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
領
邦
の
場
合
、
特
に
強
く
あ
ら
わ
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
他

の
領
邦
に
つ
い
て
も
従
来
以
上
に
注
意
さ
れ
る
べ
き
側
面
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

領
邦
形
成
に
関
し
て
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
に
検
討
さ
れ
て
き
た
領
邦
君
主
の
支
配
の
諸
手
段
に
つ
い
て
、
本
稿
は
と
り
わ

け
君
主
の
家
の
拡
大
形
態
と
し
て
の
宮
廷
の
枠
組
と
そ
の
分
化
と
い
う
側
面
を
重
視
し
つ
つ
、
中
世
後
期
の
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
も
と
に
お
け
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る
発
展
を
描
き
出
し
た
。
行
政
、
財
政
、
立
法
な
ど
「
国
家
的
」
活
動
の
領
邦
レ
ベ
ル
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
開
始
が
示
さ
れ
た
が
、
宮
廷

裁
判
所
、
中
央
の
財
務
行
政
、
地
方
行
財
政
、
領
邦
立
法
な
ど
多
く
の
分
野
で
そ
う
し
た
発
展
が
本
格
化
す
る
の
は
一
五
世
紀
中
頃
以
後
で

あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
は
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
全
般
に
つ
い
て
の
一
五
世
紀
中
葉
に
お
け
る
安
定
化
と
い
う
指

（
（9
（

摘
が
、

プ
フ
ァ
ル
ツ
の
ケ
ー
ス
で
も
確
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
た
、
学
識
法
曹
の
書
記
局
へ
の
進
出
や
顧
問
と
し
て
の
登
用
、
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
創
立
と
統
治
へ
の
組
み
込
み
な
ど
、
統
治
活
動
の
学
識
化
の
進
展
と
そ
の
基
盤
強
化
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
宮
廷
や
地

方
の
数
多
く
の
役
職
が
中
ラ
イ
ン
地
方
の
中
下
級
貴
族
、
と
り
わ
け
ク
ラ
イ
ヒ
ガ
ウ
な
ど
の
下
級
貴
族
家
門
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と

も
、
印
象
的
な
形
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
貴
族
た
ち
は
、
文
化
的
な
要
素
も
含
め
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
に
も
引
き
付
け
ら
れ
て
、

プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
支
配
の
拡
大
と
発
展
を
決
定
的
に
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
領
邦
発
展
と
（
下
級
）
貴
族
と

の
関
係
に
つ
い
て
も
、
今
後
他
の
領
邦
の
事
例
も
参
照
し
つ
つ
、
更
に
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
更
に
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
諸
側
面
を
描
く
こ
と
を
通
じ
て
、
領
邦
形
成
と
地
域
秩
序
と
の
関
係
を
指
摘
し
、
領
邦
形

成
が
広
く
そ
の
領
邦
が
所
在
す
る
地
域
内
の
政
治
的
勢
力
配
置
と
関
連
し
つ
つ
進
展
し
た
こ
と
に
注
意
を
促
そ
う
と
し
た
。
宮
中
伯
の
影
響

力
が
狭
義
の
領
邦
を
越
え
て
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い
た
こ
と
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
で
領
邦
身
分
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
大
き
な
理
由
と

も
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
み
ず
か
ら
地
域
の
覇
権
的
勢
力
で
あ
っ
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
地
域
秩
序
と
の
関
連
は
、

レ
ー
ン
制
や
開
城
城
塞
な
ど
を
通
じ
た
狭
義
の
領
邦
を
越
え
た
諸
関
係
の
構
築
や
、
同
盟
締
結
な
ど
に
よ
る
「
ラ
イ
ン
川
政
策
」
の
展
開
と

し
て
現
れ
た
が
、
本
稿
で
触
れ
た
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
領
邦
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
領
邦
の
よ
う
に
、
逆
に
そ
う
し
た
覇
権
的
勢
力
の
傘
の
下

で
領
邦
形
成
が
進
む
場
合
も
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
関
係
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
以
外
の
有
力
領
邦
と
そ
の
他
の
地
域
領
邦
と
の
間
で

も
、
成
立
し
え
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
制
史
を
考
え
る
場
合
、
そ
う
し
た
超
領
邦
的
・
地
域
的
秩
序
の
展
開
と

成
熟
と
い
う
、
帝
国
と
個
別
領
邦
と
の
中
間
レ
ベ
ル
で
見
ら
れ
た
現
象
に
も
、
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
１
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
に
お
け
る
租
税
の
発
達
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
りErnst S

ch
u

bert, Fürstliche H
errschaft und 

T
erritorium

 im
 späten M

ittelalter (Enzyklopädie D
eutscher Geschichte, Bd. 35), M

ünchen 1996, S. 45 ff. 

日
本
に
お
け
る
研
究

と
し
て
は
、
例
え
ば
、
若
曽
根
健
治
「
領
邦
テ
ィ
ロ
ー
ル
農
村
部
に
お
け
る
租
税
制
度
」『
法
制
史
研
究
』
二
五
号
（
一
九
七
六
年
）
八
九－

一

三
三
頁
、
同
「
領
邦
テ
ィ
ロ
ー
ル
都
市
部
に
お
け
る
租
税
制
度
」『
社
会
経
済
史
学
』
四
二
巻
一
号
（
一
九
七
六
年
）
一－

二
五
頁
、
小
野
善
彦

「
下
バ
イ
エ
ル
ン
の
租
税
委
員
会
（
一
三
五
八
年
）
に
つ
い
て
」『
西
洋
史
学
』
一
三
三
号
（
一
九
八
四
年
）
三
六－

五
六
頁
、
同
「
上
バ
イ
エ

ル
ン
の
租
税
令
（
一
三
九
六
）
に
つ
い
て
」『
文
化
論
叢
』（
岩
手
大
）
一
号
（
一
九
八
四
年
）
三
五－

六
一
頁
。

（
２
）
こ
の
分
野
に
お
け
る
展
開
の
概
観
と
し
て
、M

einrad S
ch

a
a

b, D
ie Festigung der pfälzischen T

erritorialm
acht im

 14. 
Jahrhundert, in: H

ans P
a

t
ze (H

g.), D
er deutsche T

erritorialstaat im
 14. Jahrhundert, Bd. 2, (V

orträge und Forschungen, 
Bd. 14), Sigm

aringen 1971, S. 194 ff.; D
ers., Geschichte der K

urpfalz, Bd. 1: M
ittelalter, Stuttgart 1988, S. 118 f., 201; Johann 

K
o

lb, H
eidelberg. D

ie Entstehung einer landesherrlichen Residenz im
 14. Jahrhundert, (Residenzforschung, Bd. 8), 

Sigm
aringen 1999, S. 134 f.

（
３
）A

rnold T
h

o
elk

e, D
ie Bede in K

urpfalz von ihren A
nfängen bis ins 16. Jahrhundert, in: N

eue H
eidelberger Jahrbücher 

　

従
来
の
領
邦
研
究
は
、
ド
イ
ツ
で
も
日
本
で
も
、
領
邦
君
主
が
集
積
・
行
使
し
た
諸
権
限
に
注
意
を
向
け
る
の
で
あ
れ
、
領
邦
君
主
と
領

邦
諸
身
分
を
と
も
に
含
ん
だ
共
同
体
の
形
成
に
注
目
す
る
の
で
あ
れ
、
と
も
に
領
邦
が
外
部
と
の
関
係
で
対
内
的
統
合
を
強
め
て
い
く
過
程

を
描
い
て
き
た
。
そ
の
中
で
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
、
帝
国
国
制
と
の
関
係
、
君
主
家
門
の
持
つ
広
域
的
結
合
、
超
領
邦
的
・
地
域
的

秩
序
と
の
関
連
と
い
っ
た
側
面
は
後
景
に
退
き
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、中
世
後
期
の
ラ
イ
ン
宮
中
伯
領
を
対
象
と
し
た
本
稿
は
、

領
邦
自
体
を
包
み
込
む
枠
組
や
領
邦
外
に
延
び
る
諸
関
係
と
の
相
互
作
用
を
経
な
が
ら
進
行
す
る
領
邦
統
合
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
側
面
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
領
邦
が
長
く
近
世
に
至
る
ま
で
、
帝
国
国
制
の
枠
内
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
権
利
の
集
積
体
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と

（
（9
（

が
、
よ
く
理
解
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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17 (1913), S. 85-137; Ludw
ig B

la
sse, D

ie direkten und indirekten Steuern der Churpfalz, (D
iss. phil., H

eidelberg), Rochlitz 
1914, S. 3ff. 

課
税
対
象
と
な
る
財
産
に
つ
い
て
は
、A

. T
h

o
elk

e, a. a. O
., S. 97 ff.
（
４
）A

. T
h

o
elk

e, a. a. O
. 

（
注
３
）, S. 106 ff.

（
５
）L. B

la
sse, a. a. O

. 

（
注
３
）, S. 37 ff.

（
６
）L. B

la
sse, a. a. O

. 

（
注
３
）, S. 61

も
参
照
。

（
７
）H

. F
lie

d
n

e
r, D

ie Rheinzölle der K
urpfalz am

 M
ittelrhein, in Bacharach und K

aub, (W
estdeutsche Zeitschrift für 

Geschichte und K
unst, Ergänzungsheft 15), T

rier 1910; H
einrich T

r
o

e, M
ünze, Zoll und M

arkt und ihre finanzielle 
Bedeutung für das Reich vom

 A
usgang der Staufer bis zum

 Regierungsantritt K
arls IV

. Ein Beitrag zur Geschichte des 
Reichsfinanzw

esens in der Zeit von 1250 bis 1350, (V
ierteljahrschrift für Sozial- und W

irtschaftsgeschichte, Beiheft 32), 
Stuttgart-Berlin 1937, S. 274 ff; J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
１
）, S. 149. 

中
世
後
期
の
中
ラ
イ
ン
（
ビ
ン
ゲ
ン
・
コ
ブ
レ
ン
ツ
間
）
の
ラ
イ
ン
流

通
税
全
般
に
つ
い
て
は
、O

tto V
o

lk, W
irtschaft und Gesellschaft am

 M
ittelrhein vom

 12. bis zum
 16. Jahrhundert, 

(V
eröffentlichungen der H

istorischen K
om

m
ission für N

assau 63), W
iesbaden 1998, S. 487ff. 

近
世
に
お
け
る
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ

ムGerm
ersheim

の
流
通
税
徴
収
所
か
ら
の
収
入
に
つ
い
て
は
、Joseph P

ro
bst, Geschichte der Stadt und Festung Germ

ersheim
, 

Speyer 1898, S. 275 ff. 

な
お
、
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
の
王
権
に
と
っ
て
の
流
通
税
収
入
の
意
義
に
つ
い
て
は
、H

. T
ro

e, a. a. O
., S. 

112 ff. 

を
見
よ
。
他
の
君
主
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ラ
イ
ン
流
通
税
の
例
と
し
て
、
ケ
ル
ン
大
司
教
の
そ
れ
に
つ
い
て
、Georg D

ro
ege, D

ie 
kurkölnischen Rheinzölle im

 M
ittelalter, in: A

nnalen des historischen V
ereins für den N

iederrhein insbesondere das alte 
Erzbistum

 K
öln 168/169 (1967), S. 21-47. 

ケ
ル
ン
大
司
教
の
徴
収
所
の
中
で
は
、
カ
イ
ザ
ー
ス
ヴ
ェ
ル
トK

aisersw
erth

が
最
も
収
税

額
が
多
か
っ
た
。Ebenda, S. 42.

（
８
）H. F

lied
n

er, a. a. O
. 

（
注
７
）, S. 96 f.; M

. S
ch

a
a

b, Festigung 
（
注
２
）, S. 195; D

ers., Geschichte 

（
注
２
）, S. 119; J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 149.

（
９
）O
. V

o
lk, a. a. O

. 

（
注
７
）, S. 506 ff. 

バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハBacharach 
と
カ
ウ
プK

aub

の
流
通
税
徴
収
所
に
対
す
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ

家
の
支
配
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、H

. F
lied

n
er, a. a. O

. 

（
注
７
）, S. 3 ff., 14 ff.

（
10
）O

. V
o

lk, a. a. O
. 

（
注
７
）, S. 509 f. 

ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
の
、Zollschreiber

を
は
じ
め
と
す
る
流
通
税
徴
収
所
役
人
に
つ
い



中世後期ドイツにおけるライン宮中伯の領邦支配とヘゲモニー（４・完）

北法64（6・27）2039

て
は
、Joachim

 S
piegel, U

rkundenw
esen, K

anzlei, Rat und Regierungssystem
 des Pfalzgrafen bei Rhein und H

erzogs von 
Bayern Ruprecht I. (1309-1390), 2 T

eile, N
eustadt an der W

einstrasse 1996, T
. 1, S. 497 ff.

（
11
）E. S

ch
u

bert, a. a. O
. 

（
注
１
）, S. 63; Georg D

ro
ege, D

ie finanziellen Grundlagen des T
erritorialstaates in W

est- und 
O
stdeutschland an der W

ende vom
 M

ittelalter zur N
euzeit, in: V

ierteljahrschrift für Sozial- und W
irtschaftsgeschichte 53 

(1966), S. 145-161. 

一
五
世
紀
前
半
の
ケ
ル
ン
大
司
教
領
に
お
い
て
、ラ
イ
ン
流
通
税
は
中
央
に
入
る
財
政
収
入
の
約
六
〇
％
を
占
め
て
い
た
。

Ebenda, S. 149 f. 

ま
た
、W

ilhelm
. Ja

n
ssen, Beobachtungen zur Struktur und Finanzierung des kurkölnischen H

ofes im
 

späten 14. und frühen 15. Jahrhundert, in: Rhvjbll 69 (2005), S. 104-132, S. 121 f. 

ま
た
、U

lf D
irlm

eier, M
ittelalterliche Zoll- 

und Stapelrechte als H
andelshem

m
nisse?, in: H

ans P
o

h
l (H

g.), D
ie A

usw
irkungen von Zöllen und anderen 

H
andelshem

m
nissen auf W

irtshaft und Gesellschaft vom
 M

ittelalter bis zur Gegenw
art, (V

ierteljahrschrift für Sozial- und 
W

irtschaftsgeschichte, Beihefte. 80), Stuttgart 1987, S. 19-39, S. 25. 

ビ
ン
ゲ
ン
・
コ
ブ
レ
ン
ツ
間
の
中
ラ
イ
ン
の
流
通
税
徴
収
所
か

ら
の
収
入
額
に
つ
い
て
は
、O

. V
o

lk, a. a. O
. 

（
注
７
）, S. 594 ff.

も
参
照
。

（
12
）L. B

la
sse, a. a. O

. 

（
注
３
）, S. 5 f. 
納
税
記
録
の
テ
ク
ス
ト
は
、Friedrich von W

eech, Ein pfälzisches Steuerbuch aus den 
Jahren 1351-1360, in: ZGO

 28 (1876), S. 467-483. 

個
々
の
地
点
毎
の
納
税
額
の
一
覧
表
は
、H

ans M
artin S

ch
w

a
rzm

eier, Geschichte 
der Stadt Eberbach am

 N
eckar bis zur Einführung der Reform

ation 1556, (Geschichte der Stadt Eberbach am
 N

eckar, 
Bd. 1), Sigm

aringen 1986, S. 79-180, S. 115.

（
13
）M

. S
ch

a
a

b, Geschichte 

（
注
２
）, S. 201.

（
14
）K

arl C
h

rist, D
as Steuerw

esen von K
urpfalz im

 M
ittelalter, in: N

eues A
rchiv für die Geschichte der Stadt H

eidelberg 
und der rheinischen Pfalz, 3 (1898), S. 200-264. 

納
税
記
録
の
テ
ク
ス
ト
は
、Ebenda, S. 218 ff. 

こ
の
年
のSchatzung

に
つ
い
て
は
、

L. B
la

sse, a. a. O
. 

（
注
３
）, S. 7 f. 

も
参
照
。
ブ
ラ
ッ
セ
は
、
考
え
ら
れ
る
課
税
理
由
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
二
回
続
い
た
国
王
選
挙
を
挙
げ

て
い
る
。
こ
の
と
き
に
は
、
聖
職
者
の
財
産
に
も
課
税
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、Richard L

o
ssen, Staat und K

irche in der Pfalz im
 

A
usgang des M

ittelalters, (V
orreform

ationsgeschichtliche Forschungen 3), M
ünster 1907, S. 115.

（
15
）K

arl C
h

rist (H
g.), Registrum

 exaccionis oder Landschatzung von 1439, in: N
eues A

rchiv für die Geschichte der Stadt 
H
eidelberg und der rheinischen Pfalz, 5 (1903), S. 1-68, 126-166. 

納
税
記
録
の
テ
ク
ス
ト
は
、Ebenda, S. 1 ff.
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（
16
）
聖
職
者
の
免
税
特
権
に
つ
い
て
、R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
14
）, S. 113 f.

（
17
）L. B

la
sse, a. a. O

. 

（
注
３
）, S. 8 ff.; R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
14
）, S. 116.

（
18
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
領
邦
諸
身
分
の
展
開
に
つ
い
て
、
全
般
的
に
は
、E. S

ch
u

bert, a. a. O
. 

（
注
１
）, S. 41 ff., 92 ff. 

日
本
に
お

け
る
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
千
葉
徳
夫
「
中
世
後
期
─
近
世
初
期
に
お
け
る
領
邦
の
財
政
と
領
邦
等
族
」『
法
律
論
叢
』
五
七
巻
六
号
（
一

九
八
五
年
）
一
二
五－

一
七
一
頁
、
小
野
善
彦
「
中
世
末
期
バ
イ
エ
ル
ン
の
シ
ュ
テ
ン
デ
の
権
利
領
域
の
展
開
と
ラ
ン
ト
税
特
権
（
一
）」『
ア

ル
テ
ス
・
リ
ベ
ラ
レ
ス
』（
岩
手
大
）
三
六
号
（
一
九
八
五
年
）
七
七－

九
六
頁
。

（
19
）
概
観
と
し
て
、M

. S
ch

a
a

b, Geschichte 

（
注
２
）, S. 205 f. 

近
世
に
お
い
て
短
期
間
見
ら
れ
た
領
邦
諸
身
分
的
発
展
に
つ
い
て
は
、

Eberhard G
o

t
h

ein, D
ie Landstände der K

urpfalz, in: ZGO
 42 (1888), S. 1-76; V

olker P
ress, D

ie Landschaft der K
urpfalz, in: 

V
on der Ständeversam

m
lung zum

 dem
okratischen Parlam

ent. D
ie G

eschichte der V
olksvertretungen in B

aden-
W

ürttem
berg, Stuttgart 1982, S. 62-71 

を
参
照
。
な
お
、同
じ
く
プ
フ
ァ
ル
ツ
系
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
支
配
下
に
あ
っ
た
上
プ
フ
ァ

ル
ツ
で
は
、
領
邦
諸
身
分
が
形
成
さ
れ
、
一
六
世
紀
に
入
る
と
君
主
と
領
邦
議
会
と
の
間
で
財
政
問
題
な
ど
に
関
し
て
交
渉
が
持
た
れ
た
。
上

プ
フ
ァ
ル
ツ
の
領
邦
諸
身
分
に
つ
い
て
は
、K

laus K
ö

h
le, Landesherr und Landstände in der O

berpfalz von 1400-1583. 
Sozialstruktur und politische Repräsentanz eines frühneuzeitlichen T

erritorium
s, (M

iscellanea Bavarica M
onacensia. 

D
issertationen zur Bayerischen Landes- und M

ünchner Stadtgeschichte, H
. 16), M

ünchen 1969.

（
20
）M

einrad S
ch

a
a

b (H
g.), Rüdiger L

en
z (Bearb.), A

usgew
ählte U

rkunden zur T
erritorialgeschichte der K

urpfalz 1156-1505, 
(V

eröffentlichungen der K
om

m
ission für geschichtliche Landeskunde in Baden-W

uerttem
berg, Reihe A

: Q
uellen, Bd. 41), 

Stuttgart 1998, N
r. 115, „ ...die treffl

ichen rete, m
anne und m

erklichen gelider des furstenthum
s der Pfalctzgraveschafft 

by Ryine

“; E. G
o

t
h

ein, a. a. O
. 

（
注
19
）, S. 3 f.

（
21
）Christian R

ein
h

a
rd

t, Fürstliche A
utorität versus städtische A

utonom
ie. D

ie Pfalzgrafen bei Rhein und ihre Städte 1449 
bis 1618: A

m
berg, M

osbach, N
abburg und N

eustadt an der H
aardt, (V

eröffentlichungen der K
om

m
ission für 

geschichtliche Landeskunde in Baden－
W

ürttem
berg, Reihe B: Forschungen, Bd. 186), Stuttgart 2012,  S. 411. 

翌
年
以
降
に

な
っ
て
は
じ
め
て
、
都
市
は
、
皇
帝
へ
の
承
認
請
願
や
、
宮
中
伯
へ
の
服
従
宣
誓
な
ど
の
局
面
で
登
場
す
る
。Ebenda, S. 411 ff.

（
22
）E. G

o
t

h
ein, a. a. O

. 

（
注
19
）, S. 5 f.
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（
23
）A

rm
in K

o
h

n
le, K

urpfalzidentität und regionale Identität in Spätm
ittelalter und früher N

euzeit, in: V
olker G

a
llé u. a., 

(H
g.), K

urpfalz und R
hein-N

eckar. K
ollektive Identitäten im

 W
andel, (H

eidelberger V
eröffentlichungen zur 

Landesgeschichte und Landeskunde, Bd. 13), H
eidelberg 2008, S. 113-121, S. 118 f.

（
24
）
一
五
世
紀
に
お
け
る
プ
フ
ァ
ル
ツ
影
響
圏
の
具
体
的
な
広
が
り
に
つ
い
て
、M

einrad S
ch

a
a

b, Zeitstufen und Eigenart der 
pfälzischen T

erritorialentw
icklung im

 M
ittelalter, in: V

. R
ö

d
el (Red.), M

ittelalter 

（
注
29
）, S. 15-36, S. 36. 

プ
フ
ァ
ル
ツ
の
影
響

圏
に
接
す
る
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、U

lrich M
ü

ller, D
ie politischen Beziehungen zw

ischen 
der K

urpfalz und der Grafschaft W
irtem

berg im
 15. Jahrhundert, (D

iss. phil., T
übingen), Stuttgart 1970.

（
25
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
に
お
け
る
レ
ー
ン
制
の
意
義
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
、E. S

ch
u

bert, a. a. O
. 

（
注
１
）, S. 71 f.

（
26
）O

tto B
ru

n
n

er, Land und H
errschaft, 5. A

ufl., W
ien 1965, S. 355. 

他
に
、Ernst K

lebel, T
erritorialstaat und Lehen, in: 

Studien zum
 m

ittelalterlichen Lehensw
esen (V

orträge und Forschungen, Bd. 5), Sigm
aringen 1960, S. 195-228, S. 201.

（
27
）W

ilhelm
 Ja

n
ssen, N

iederrheinische T
erritorienbildung. V

oraussetzungen, W
ege und Problem

e, in: Edith E
n

n
en und 

K
laus F

lin
k (H

g.), Soziale und w
irtschaftliche Bindungen im

 M
ittelalter am

 N
iederrhein (K

lever A
rchiv, 3), K

leve 1981, S. 
95-113, S. 109.

（
28
）G. T

h
eu

erk
a

u
f, Land 

（
注
33
）.; Bernhard D

iest
elk

a
m

p, D
as Lehnrecht der Grafschaft K

atzenelnbogen (13. Jahrhundert 
bis 1479), (U

ntersuchungen zur deutschen Staats- und Rechtsgeschichte, N
F 11), A

alen 1969; B. T
h

eil, Lehnbuch 

（
注
33
）; 

K
.-H

. S
piess, Lehnsrecht 

（
注
29
）; Reinhard T

iesbru
m

m
el, D

as Lehnrecht der Landgrafschaft H
essen (N

iederhessen) im
 

Spätm
ittelalter 1247-1471 (Q

uellen und Forschungen zur hessischen Geschichte, Bd. 76), D
arm

stadt-M
arburg 1990. 

折
衷
的

な
ま
と
め
と
し
て
、Bernhard D

iest
elk

a
m

p, Lehnrecht und Lehnspolitik als M
ittel der T

erritorialausbaus, in: Rhvjbll 63 
(1999), S. 26-38. 

な
お
、
日
本
の
研
究
と
し
て
、
山
田
欣
吾
「
領
邦
国
家
と
レ
ー
ン
制
」『
社
会
経
済
史
学
』
三
〇
巻
三
・
四
号
（
一
九
六
五
年
）

二
六－

五
一
頁
（
同
『
国
家
そ
し
て
社
会
─
地
域
史
の
視
点
』（
一
九
九
二
年　

創
文
社
）
二
三
一－

二
五
五
頁
に
も
収
録
）。

（
29
）M

. S
c

h
a

a
b, G

eschichte 

（
注
２
）, S. 114 ff.; K

arl-H
einz S

pie
ss, Lehnsrecht, Lehnspolitik und Lehnsverw

altung der 
Pfalzgrafen im

 Spätm
ittelalter (Geschichtliche Landeskunde 18), W

iesbaden 1978; D
ers., D

ie Pfalzgrafen bei Rhein als 
Lehnsherren im

 Spätm
ittelalter, in: V

olker R
ö

d
el (Red.), M

ittelalter. D
er Griff nach der K

rone. D
ie Pfalzgrafschaft bei 
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Rhein im
 M

ittelalter, Regensburg 2000, S. 53-60. 
（
30
）K

arl-H
einz S

pie
ss, D

as älteste Lehnsbuch der Pfalzgrafen bei R
hein vom

 Jahr 1401. E
dition und E

rläuterungen 
(V

eröffentlichungen der K
om

m
ission für geschichtliche Landeskunde in Baden-W

ürttem
berg, Reihe A

, 30),Stuttgart 1981. 
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
レ
ー
ン
証
書
に
関
し
て
は
、D

ers., Lehnsrecht 

（
注
29
）, S. 26-71. 

（
31
）K

.-H
. S

piess, Lehnsbuch 

（
注
30
）, S. 3 ff., 9 ff. 

一
四
七
一
年
の
台
帳
と
そ
の
細
密
画
に
つ
い
て
は
、K

onrad K
rim

m, Ein 
königsgleicher Lehnshof. D

as Lehnsbuch Pfalzgraf Friedrich des Siegreichen und seine M
iniaturen, in: V

. R
ö

d
el (Red.), a. 

a. O
. 

（
注
29
）, S. 61-73.

（
32
）
以
下
の
叙
述
に
つ
い
て
、K

.-H
. S

piess, Pfalzgrafen

（
注
29
）, S. 55.

（
33
）K

.-H
. S

piess, Pfalzgrafen 
（
注
29
）, S. 56; D

ers., Lehnsbuch 

（
注
30
）, S. 14-25, 92-123. 

プ
フ
ァ
ル
ツ
以
外
の
レ
ー
ン
宮
廷
に
つ
い
て

は
、B

ernhard T
h

e
il, D

as älteste Lehnbuch der M
arkgrafen von B

aden (1381). E
dition und U

ntersuchungen 
(V

eröffentlichungen der K
om

m
ission für geschichtliche Landeskunde in Baden-W

ürttem
berg, Reihe A

, Bd. 25), Stuttgart 
1974; H

erm
ann H

o
ffm

a
n

n (H
g.), D

as älteste Lehenbuch des H
ochstifts W

ürzburg 1303-1345 (Q
uellen und Forschungen 

zur G
eschichte des B

istum
s und H

ochstifts W
ürzburg, B

d. 25), W
ürzburg 1972; G

erhard T
h

e
u

e
r

k
a

u
f, Land und 

Lehnsw
esen vom

 14. bis zum
 16. Jahrhundert. E

in B
eitrag zur V

erfassung des H
ochstifts M

ünster und zum
 

nordw
estdeutschen Lehnsrecht (N

eue M
ünstersche Beiträge zur Geschichtsforschung, Bd. 7), K

öln-Graz 1961.

（
34
）V

olker R
ö

d
el, D

ie A
kten zur Belehnung der H

erzöge von Jülich durch die rheinischen Pfalzgrafen. Ein Fund im
 

Staatsarchiv W
ertheim

, in: Rhvjbll 62 (1998), S. 358-365. 

成
功
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
四
五
一
年
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
は
、

K
astelllaun

近
く
に
軍
を
送
る
よ
う
、
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
公
に
対
し
て
要
求
し
て
い
る
。Ebenda, S. 363.

（
35
）K

.-H
. S

piess, Pfalzgrafen 

（
注
29
）, S. 56; D

ers., Lehnsbuch 
（
注
30
）, S. 15-25, 95-123.

（
36
）K

.-H
. S

piess, Pfalzgrafen 

（
注
29
）, S. 57.

（
37
）
以
下
、K

.-H
. S

piess, Pfalzgrafen 

（
注
29
）, S. 57 f. ; D

ers., Lehnsrecht 
（
注
29
）, S. 85-111, 139-153, 183-191, 220-228.

（
38
）
以
下
、K

.-H
. S

piess, Pfalzgrafen 

（
注
29
）, S. 58 ff. ; D

ers., Lehnsrecht 
（
注
29
）, S. 238-259.

（
39
）A

lfons S
prin

k
a

rt, K
anzlei, Rat und U

rkundenw
esen der Pfalzgrafen bei Rhein und H

erzöge von Bayern 1294 bis 1314 
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(1317). Forschungen zum
 Regierungssystem

 Rudolfs I. und Ludw
igs IV

., (Forschungen zur K
aiser- und Papstgeschichte 

des M
ittelalters. Beiheft zu J.F.Böhm

er, Regesta Im
perii, Bd. 4), K

öln/W
ien 1986, S. 245 ff. ; K

.-H
. S

piess, Lehnsrecht 

（
注

29
）, S. 223 ff.

（
40
）M

. S
ch

a
a

b, Geschichte 

（
注
２
）, S. 116 f.; K

. -H
. S

piess, Lehnsrecht 

（
注
29
）, S. 216 ff. 

（
41
）
以
下
の
叙
述
に
つ
い
て
、K

urt A
n

d
erm

a
n

n, D
ie adlige K

lientel der Pfälzer K
urfürsten im

 späten M
ittelalter, in: V

. R
ö

d
el 

(Red.), a. a. O
. 

（
注
29
）, S. 117-126.

（
42
）A

. G
. K

o
l

b, D
ie K

raichgauer R
itterschaft unter der R

egierung des K
urfürsten Philipp von der Pfalz, in: 

W
ürttem

bergische V
ierteljahrhefte für Landesgeschichte N

F 19 (1910), S. 1-154; Stefan R
h

ein (H
g.), D

ie K
raichgauer 

Ritterschaft in der frühen N
euzeit (M

elanchthon-Schriften der Stadt Bretten, Bd. 3), Sigm
aringen 1993; K

urt A
n

d
erm

a
n

n 
und Christian W

iela
n

d (H
g.), D

er K
raichgau. Facetten der Geschichte einer Landschaft (K

raichtaler K
olloquien, Bd. 6), 

Epfendorf 2008.

（
43
）M

. S
ch

a
a

b, Festigung 

（
注
２
）, S. 188 f.; D

ers., Geschichte 

（
注
２
）, S. 113, 205.

（
44
）M

einrad S
ch

a
a

b, Straßen und Geleitsw
esen zw

ischen Rhein, N
eckar und Schw

arzw
ald im

 M
ittelalter und der früheren 

N
euzeit, in: Jahrbücher für Statistik und Landeskunde von Baden-W

ürttem
berg 4 (1958), S. 54-75; D

ers., Festigung 

（
注
２
）, 

S. 189; D
ers, Geschichte 

（
注
２
）, S. 202 ff.; Sigrid S

ch
m

it
t, T

erritorialstaat und Gem
einde im

 kurpfälzischen O
beram

t 
A
lzey, V

om
 14. bis zum

 A
nfang des 17. Jahrhunderts, (Geschichtliche Landeskunde, Bd. 38), Stuttgart 1992, S. 104 f.

（
45
）M

. S
ch

a
a

b, Straßen 

（
注
44
）, S. 55 f. 

護
送
権
全
般
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、B. K

ö
h

ler, A
rt. Geleit, in: H

RG, 1. A
ufl., Bd. 1, 

Berlin 1971, Sp. 1481-1489; Gerhard L
in

gelba
ch, A

rt. Geleit, in: H
RG, 2. A

ufl., Bd. 2, Berlin 2012, Sp. 37-42. 

を
参
照
。

（
46
）O

. V
o

lk, a. a. O
. 

（
注
７
）, S. 587 ff. 

近
世
の
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ム
か
ら
の
護
送
権
収
入
に
つ
い
て
は
、J. P

ro
bst, a. a. O

. 

（
注
７
）, S. 

284 ff.

（
47
）
マ
イ
ン
ツ
に
お
け
る
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
護
送
権
を
示
す
早
期
の
例
と
し
て
、RPR, 1, N

r. 1518 (1305. 5)

。
そ
の
他
の
例
と
し
て
、RPR, 1, 

N
r. 3106 (1358. 9. 10, Selz-Prim

m
e

間
の
ラ
イ
ン
両
岸
沿
い
の
街
道)

。
ラ
イ
ン
宮
中
伯
が
一
五
世
紀
中
頃
に
、
ラ
イ
ン
左
岸
の
マ
イ
ン
ツ
・

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
間
の
街
道
の
護
送
権
を
、
現
地
住
民
の
証
言
聴
取K

undschaft
な
ど
を
通
じ
て
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
に
対
抗
し
て
確
保
し
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て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、Fritz Z

im
m

erm
a

n
n, D

ie W
eistüm

er und der A
usbau der Landeshoheit in der K

urpfalz, 
(H

istorische Studien, H
. 311), Berlin 1937, S. 66.

（
48
）
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
な
ど
ド
イ
ツ
西
南
部
の
領
邦
が
、近
世
に
至
る
ま
で
、領
邦
の
境
界
を
越
え
て
護
送
権
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

M
einrad S

ch
a

a
b, Geleit und T

erritorium
 in Südw

estdeutschland, in: Zeitschrift für w
ürttem

bergische Landesgeschichte 
40 (1981), S. 398-417.

（
49
）M

. S
ch

a
a

b, Geschichte 

（
注
２
）, S. 204; 

近
世
に
お
け
る
状
況
も
含
め
てD

ers., D
ie K

önigsleute in den rechtsrheinischen T
eilen 

der K
urpfalz, in: ZGO

 111 (1963), S. 121-175. 

た
だ
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
座
と
の
争
い
が
あ
っ
た
。Ebenda, S. 

137 ff.

（
50
）M

. S
ch

a
a

b, Festigung 
（
注
２
）, S. 180, 189; D

ers., Geschichte 

（
注
２
）, S. 204; W

infried D
o

t
za

u
er, A

rt. W
ildfangrecht, in: 

H
RG, 1. A

ufl., Bd. 5, Berlin 1998, Sp. 1421-1423. 

具
体
例
と
し
て
、
ア
ル
ツ
ァ
イ
の
い
わ
ゆ
るA

usfautei

と
そ
こ
で
行
使
さ
れ
た

W
ildfangrecht

に
つ
い
て
、S. S

ch
m

it
t, T

erritorialstaat 

（
注
44
）, S. 15 ff., 77 ff. 

ま
た
、
近
世
に
お
け
る
プ
フ
ァ
ル
ツ
の

W
ildfangrecht

を
め
ぐ
る
紛
争
も
含
め
て Rudolf S

t
a

m
m

ler, D
as W

ildfangrecht der K
urpfalz 1653-1667, in: D

ers., D
eutsches 

Rechtsleben im
 A

lten Reich, (D
eutsches Rechtsleben in alter und neuer Zeit, Bd. 1), Charlottenburg 1928, S. 237-248 

お
よ

びW
infried D

o
t

za
u

er, D
er kurpfälzische W

ildfangstreit und seine A
usw

irkungen im
 rheinhessisch-pfälzischen Raum

, in: 
Geschichtliche Landeskunde 25 (1984), S. 81-105 

も
参
照
。

（
51
）
中
世
後
期
の
ヴ
ォ
ル
ム
ス
お
よ
び
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
領
邦
に
つ
い
て
は
、M

einrad S
ch

a
a

b, D
ie D

iözese W
orm

s im
 M

ittelalter, 
in: Freiburger D

iözesan-A
rchiv 86 (1966), S. 94-219, S. 143-169, S. 210-217; D

ers., T
erritoriale Entw

icklung der H
ochstifte 

Speyer und W
orm

s, in: W
illi A

lt
er (H

g.), Pfalzatlas. T
extband 2, Speyer 1972, S. 760-780; Law

rence G. D
u

gga
n, Bishop 

and Chapter. T
he Governance of the Bishopric of Speyer to 1552, (Studies Presented to the International Com

m
ission for 

the H
istory of Representative and Parliam

entary Institutions 52), N
ew

 Brunsw
ick/N

ew
 Jersey 1978; W

illi A
lt

er, D
as 

H
ochstift Speyer links des Rheines um

 1500－
dargestellt nach den A

ngaben in den Listen zum
 „Gem

einen Pfennig

“, in: 
Blätter für pfälzische K

irchengeschichte und religiöse V
olkskunde, 46 (1979), S. 9-48; V

olker P
ress, D

as H
ochstift Speyer 

im
 Reich des späten M

ittelalters und der frühen N
euzeit－

Portrait eines geistlichen Staates, in: D
ers. u. a. (H

g.), Barock 
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am
 O

berrhein, (O
berrheinische Studien, Bd. 6), K

arlsruhe 1985, S. 251-290; K
urt A

n
d

erm
a

n
n, H

ochstift Speyer, in: M
einrad 

S
ch

a
a

b und H
ansm

artin S
ch

w
a

rzm
a

ier (H
g.), H

andbuch der Baden-W
ürttem

bergischen Geschichte, Bd. 2: D
ie T

erritorien 
im

 alten Reich, Stuttgart 1995, S. 481-490; M
einrad S

ch
a

a
b, H

ochstift W
orm

s, in: Ebenda, S. 505-512; K
urt A

n
d

erm
a

n
n, D

ie 
R
esidenzen der B

ischöfe von Speyer im
 späten M

ittelalter und in der frühen N
euzeit, in: V

olker P
r

e
ss (H

g.), 
Südw

estdeutsche B
ischofsresidenzen auß

erhalb der K
athedralstädte, (V

eröffentlichungen der K
om

m
ission für 

geschichtliche Landeskunde in Baden-W
ürttem

berg, Reihe B: Forschungen, Bd. 116), Stuttgart 1992, S. 49-81; M
einrad 

S
c

h
a

a
b, Ladenburg als w

orm
sische B

ischofsresidenz, in: E
benda, S. 83-97; B

urkard K
e

ilm
a

n
n, D

as B
istum

 vom
 

H
ochm

ittelalter bis zur Frühen N
euzeit, in: Friedhelm

 Jü
rgen

sm
eier (H

g.), D
as Bistum

 W
orm

s. V
on der Röm

erzeit bis zur 
A
uflösung 1801, (Beiträge zur M

ainzer K
irchengeschichte, Bd. 5), W

ürzburg 1997, S. 44-193, S. 71-153; Joachim
 D

a
h

lh
a

u
s, 

Speyer und W
orm

s－
Regionale Prägekraft der Bistüm

er, in: V
olker G

a
llé u. a., (H

g.), K
urpfalz und Rhein-N

eckar. 
K
ollektive Identitäten im

 W
andel, H

eidelberg 2008, S. 81-111, S. 85 ff. 

地
方
史
地
図
と
し
て
、W. A

lt
er, a. a. O

., N
r. 61

も
参
照
。

（
52
）R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
14
）, S. 44 ff.; M

anfred S
ch

u
lze, Fürsten und Reform

ation. Geistliche Reform
politik w

eltlicher 
Fürsten vor der Reform

ation, (Spätm
ittelalter und Reform

ation, N
eue Reihe 2), T

übingen 1991, S. 20 ff.; Peter M
o

ra
w, 

K
anzlei und K

anzleipersonal K
önig Ruprechts, in: A

rchiv für D
iplom

atik 15 (1969), S. 428-531, S. 456 f. 

（
53
）E. S

ch
u

bert, a. a. O
. 

（
注
１
）, S. 39.

（
54
）Gerhard S

c
h

w
e

r
t

l, D
ie Beziehungen der H

erzöge von Bayern und Pfalzgrafen bei Rhein zur K
irche (1180-1294), 

(M
iscellanea Bavarica M

onacensia, H
. 9), M

ünchen 1968, S. 235 ff.

（
55
）G. S

ch
w

ert
l, a. a. O

. 

（
注
54
）, S. 241 f.

（
56
）Gerhard F

o
u

q
u

et, D
as Speyerer D

om
kapitel im

 späten M
ittelalter (ca. 1350-1540). A

dlige Freundschaft, fürstliche 
Patronage und päpstliche K

lientel, (Q
uellen und A

bhandlungen zur m
ittelrheinischen K

irchengeschichte, Bd. 57), T
eil 1, 

M
ainz 1987, S. 235 ff. 

ま
た
、R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
14
）, S. 50 ff.

（
57
）J. S

piegel, a. a. O
. 

（
注
10
）, T

. 1, S. 123 f.; A
lois G

erlich, N
ikolaus von W

iesbaden－
Ein W

idersacher des H
auses N

assau 
in K

irche und Reich am
 A

usgang des 14. Jahrhunderts, in: N
assauische A

nnalen 71 (1960), S. 13-25, S. 21 ff. 

ま
た
、L. G. 
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D
u

gga
n, a. a. O

. 

（
注
51
）, S. 111 ff. 

も
参
照
。

（
58
）Franz X

aver R
em

lin
g (H

g.), U
rkundenbuch zur Geschichte der Bischöfe zu Speyer, Bd. 1: Ä

ltere U
rkunden, M

ainz 1852 
(N

D
 A

alen 1970), N
r. 661, 662.

（
59
）F. X

. R
em

lin
g, a. a. O

. 

（
注
58
）, N

r. 663.

（
60
）
彼
ら
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、L. G. D

u
gga

n, a. a. O
. 

（
注
51
）, S. 127 ff., 137 ff; V

. P
ress, Speyer 

（
注
51
）, S. 254 ff. 

も

参
照
。
ヴ
ォ
ル
ム
ス
・
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
司
教
お
よ
び
司
教
座
聖
堂
参
事
会
会
員
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
た
め
の
奉
仕
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、R. 

L
o

ssen, a. a. O
. 

（
注
14
）, S. 59 ff. 

も
参
照
。

（
61
）
ラ
バ
ン
が
司
教
位
を
確
保
す
る
経
緯
は
、G. F

o
u

q
u

et, D
om

kapitel 

（
注
56
）, S. 233 ff.

（
62
）G

erhard F
o

u
q

u
e

t, R
eichskirche und A

del. U
rsachen und M

echanism
en des A

ufstiegs der K
raichgauer 

N
iederadelsfam

ilie v. H
elm

statt im
 Speyerer D

om
kapitel zu Beginn des 15. Jahrhunderts, in: ZGO

 129 (1981), S. 189-233. 

（
63
）
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
座
聖
堂
参
事
会
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
人
的
な
か
ら
み
あ
い
に
つ
い
て
は
、Gerhard 

F
o

u
q

u
e

t, D
om

kapitel, H
of und U

niversität. Speyerer D
om

herren als A
m
tsträger und K

lienten des K
önigs und der 

Fürsten im
 Spätm

ittelalter, in: A
rchiv für m

ittelrheinische K
irchengeschichte 43 (1991), S. 109-164 

も
参
照
。

（
64
）R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
14
）, S. 55 ff.; L. G. D

u
gga

n, a. a. O
. 

（
注
51
）, S. 136 f.

（
65
）Franz X

aver R
em

lin
g (H

g.), U
rkundenbuch zur Geschichte der Bischöfe zu Speyer, Bd. 2: Jüngere U

rkunden, M
ainz 

1853 (N
D
 A

alen 1970), N
r. 184, „... daz w

ir vm
b sunderlicher liebe vnd fruntschafft w

illen, die w
ir haben vnd tragen zu 

dem
 erw

irdigen in Gott vatter, vnserm
 lieben besundern frunde vnd cantzler, herrn M

athis bischoff zu Spire vnd auch 
vm

b des w
illen, daz er sin vnd sins stiffts, der zu vnserm

 vnd vnsers furstenthum
s der pfaltzgraffeschafft ew

igen 
schirm

e ist, oberkeit, herlichkeit vnd gerechtickeit gegen m
englich dester bass gethan, haben, inbringen, behalten m

oge, 
alle sin vnd sins stiffts dorffere, gericht vnd gebiette m

it aller zugehorde, lute vnd gutere, die er vff beyden staden Ryns 
lygen gehabt vnd noch hat, zu vnsern handen genom

m
en vnd em

pfangen han, ...

“; R. L
o

ssen, a. a. O
. 

（
注
14
）, S. 74 f.; L. G. 

D
u

gga
n, a. a. O

. 

（
注
51
）, S. 141. 

た
だ
し
、Bruchsal, U

denheim
, Lauterburg

な
ど
八
箇
所
は
例
外
と
さ
れ
た
。

（
66
）
以
上
の
ラ
ム
ン
グ
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
関
係
に
つ
い
て
、V

. P
ress, Speyer 

（
注
51
）, S. 256; Ellen. W

idd


er, K
onkubinen, und 
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Bastarde. Günstlinge oder A
ußenseiter an H

öfen des Spätm
ittelalters? in: Jan H

irsch
biegel und W

erner P
a

ra
v

icin
i (H

g.), 
D
er F

all des G
ünstlings. H

ofparteien in E
uropa vom

 13. bis zum
 17. Jahrhundert, (R

esidenzenforschung, B
d. 17), 

O
stfildern 2004, S. 417-480, S. 443 ff.; R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
14
）, S. 57 f. 

司
教
ラ
ム
ン
グ
の
領
邦
統
治
に
つ
い
て
は
、M

axim
ilian 

B
u

ch
n

er, D
ie innere w

eltliche Regierung des Speierer Bischofs M
athias Ram

ung (1464-1478). Ein Beitrag zur deutschen 
T
erritorialgeschichte, (D

iss. phil., M
ünchen), Speier 1907, (M

H
V
P 29/30 (1907), S. 108-155

に
も
収
録), 

を
参
照
。

（
67
）
以
下B. K

eilm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
51
）, S. 88 ff.

（
68
）
聖
堂
参
事
会
側
の
約
束
は
、R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
14
）, S. 45; K

arl M
en

zel, A
rchivalische M

ittheilungen zur Geschichte der 
oberrheinischen Gebiete insbesondere von Elsaß, Baden und der bair. Pfalz, in: ZGO

 23 (1871), S. 438-469, S. 443, „... das sie 
nüm

m
er keynen bischoff zulassen w

ollen, er hab dann zuvor zu den heyligen gesw
orn, ... das er dem

 gedachten 
pfaltzgraw

en ... sinem
 lant und luten, als lang er gelebt, keyn schaden m

it w
issen und w

illen uss Ladenburg oder uss 
keyn vesten des stiffts gescheen ... w

oll.

“(Ebenda, S. 45). 

宮
中
伯
側
の
保
護
約
束
は
、R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
14
）, S. 68, S. 196 f., 

N
r. 1.

（
69
）RPR, 1, N

r. 4620; M
. S

ch
a

a
b-R. L

en
z, a. a. O

. 

（
注
20
）, N

r. 78; M
einrad S

ch
a

a
b, Ladenburg 

（
注
51
）, S. 92 f.

（
70
）RPR, 1, N

r. 3684;M
. S

ch
a

a
b, D

iözese W
orm

s 

（
注
51
）, S. 146; B. K

eilm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
51
）, S. 109 ff., 116 ff. 

司
教
都
市
の
市
民

団
体
と
司
教
と
の
対
立
が
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
と
っ
て
、
司
教
領
を
従
属
化
す
る
た
め
に
有
利
な
条
件
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、R. L

o
ssen, a. 

a. O
. 

（
注
14
）, S. 54 f.

（
71
）R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
14
）, S. 69.

（
72
）R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
14
）, S. 69, A

nm
. 2, „T

e enim
 in his casibus tenore presentium

 facim
us constituim

us et ordinam
us 

conservatorem
 judicem

 defensorem
 et protectorem

 predictorum
 episcopi prepositi decani capituli et ecclesie necnon cleri 

secularium
 et religiosarum

 personarum
 civitatis et dioecesis W

orm
atiensis predicte necnon om

nium
 et singulorum

 
bonorum

 rerum
 privilegiorum

 libertatum
 gratiarum

 jurium
 etc. ...

“

（
73
）M

. S
ch

a
a

b, D
iözese W

orm
s 

（
注
51
）, S. 213 f. 

司
教
マ
テ
ィ
ア
ス
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、B. K

eilm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
51
）, S. 122 ff. 
Ludw

ig von A
st

に
つ
い
て
、Ebenda, S. 138 f. Reinhard von Sickingen
に
つ
い
て
、Ebenda, S. 139 ff.
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（
74
）R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
14
）, S. 58 f.; M

. S
ch

a
a

b, D
iözese W

orm
s 

（
注
51
）, S. 214 ff.; B. K

eilm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
51
）, S. 141 ff.

（
75
）R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
14
）, S. 71ff.

（
76
）
概
観
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
、Luise von W

in
t

erfeld, D
ie kurrheinischen Bündnisse bis zum

 Jahre 1386. Ein Beitrag zum
 

Bündnisw
esen des ausgehenden M

ittelalters, 1912.

（
77
）O

. V
o

lk, a. a. O
. 

（
注
７
）, S. 521 ff.; U

. D
irlm

eier, a. a. O
. 

（
注
11
）, S. 23 f. 

（
78
）Fritz V

igen
er (Bearb.), Regesten der Erzbischöfe von M

ainz von 1289-1396, A
bt. 2, Bd. 1: 1354-1371, Leipzig 1913 (N

D
 

Berlin 1970), N
r. 1069; RPR, 1, N

r. 3105; W
ilhelm

 G
ü

n
t

h
er, Codex diplom

aticus Rheno-M
osellanus. U

rkundensam
m
lung 

zur Geschichte der Rhein- und M
osellande, der N

ahe- und A
hrgegend, und des H

undsrückens, des M
einfeldes und der 

Eifel, T
eil 3: U

rkunden des 14. Jahrhunderts, A
bt.2: U

rkunden von 1350 bis 1400, K
oblenz 1825, N

r. 451; H
. F

lied
n

er, a. a. 
O
.（

注
７
）, S. 30, 67; M

. S
ch

a
a

b, Geschichte 

（
注
２
）, S. 119.

（
79
）
協
定
の
理
由
と
し
て
、W

. G
ü

n
t

h
er, a. a. O

. 

（
注
78
）, N

r. 451, 

“... vnd sie w
yder m

it vns durch gem
eine N

utz vnd N
otdurft 

des Landis vnd der Lute vnsir Ztolle off dem
 Ryne obirkom

en sin, zu senftende dieselben in dyser nachgeschribern 
w
yse.

”

（
80
）L. v. W

in
t

erfeld, a. a. O
. 

（
注
76
）, S. 77 f.

（
81
）Julius W

eizsä
ck

er (H
g.), D

eutsche Reichstagsakten unter K
önig W

enzel, 3. A
bt. 1376-1387, (D

eutsche Reichstagsakten, 
Bd. 3), M

ünchen 1877, N
r. 42, 44. 

ま
た
関
連
史
料
と
し
て
、Ebenda, N

r. 43, 45 

も
参
照
。
ま
た
、H

. F
lied

n
er, a. a. O

. 

（
注
７
）, S. 

83. 

流
通
税
徴
収
が
ラ
イ
ン
川
の
経
済
活
動
に
対
し
て
与
え
た
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
影
響
に
関
し
て
は
、U

. D
irlm

eier, a. a. O
. 

（
注
11
）, S. 33 ff.

（
82
）G

. D
r

o
e

g
e, R

heinzölle 

（
注
７
）, S. 39; T

heodor Joseph L
a

c
o

m
b

le
t (H

g.), U
rkundenbuch für die G

eschichte des 
N
iederrheins, Bd. 3: 1301-1400, D

üsseldorf 1853, (N
D
 A

alen 1966), N
r. 1060; A

dam
 G

ö
rz, Regesten der Erzbischöfe zu 

T
rier von H

etti bis Johann II. 814-1503, T
rier 1861, (N

D
 A

alen 1969), S. 137 (1413. 5. 25), 152 (1423. 5. 13), 153 (1424. 1. 14), 
168 (1438. 3. 20).

（
83
）Franz Joseph M

o
n

e, D
ie Rheinschiffahrt vom

 13. bis 15. Jahrhundert, in: ZGO
 9 (1858), S. 1-44, N

r. 5, S. 28 ff. „... dadurch 
der handel uff dem

 Rinstram
e, vast geschw

echt, gem
ynnert und uns und unsern m

itkurfursten uff dem
 Rine an unsern 
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und iren zollen und andern gesellen m
ercklich abgang geschehen ist; ...

“.
（
84
）O

. V
o

lk, a. a. O
. 

（
注
７
）, S. 522 ff., 591 f.

（
85
）O

. V
o

lk, a. a. O
. 

（
注
７
）, S. 525, 591.

（
86
）
一
三
三
三
、
一
三
三
四
、
一
三
三
七
、
一
三
五
四
年
の
同
盟
、T

h. J. L
a

co
m

blet, a. a. O
. 

（
注
82
）, N

r. 279, 343, 538; L. v. W
in

t
erfeld, 

a. a. O
. 

（
注
76
）, S. 27 ff., 42 f., 61 ff.

（
87
）RPR, 1, N

r. 2849, 3022; L. v. W
in

t
rfeld, a. a. O

. 

（
注
76
）, S. 65 ff.

（
88
）W

ilhelm
 D

iepen
ba

ch, D
er rheinische M

ünzverein, in: A
nton Felix N

a
pp-Z

in
n und M

ichel O
ppen

h
eim, (H

g.), Festschrift ... 
Christian E

ck
ert ... K

ultur und W
irtschaft im

 rheinischen Raum
, M

ainz 1949, S. 89-120; W
olfgang H

ess, D
as rheinische 

M
ünzw

esen im
 14. Jahrhundert und die Entstehung des kurrheinischen M

ünzvereins, in: H
ans P

a
t

ze (H
g.), D

er deutsche 
T
erritorialstaat im

 14. Jahrhundert, Bd. 1, (V
orträge und Forschungen, Bd. 13), Sigm

aringen 1973, S. 257-323; O
. V

o
lk, a. a. 

O
. 

（
注
７
）, S. 608 ff.; J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 155 ff.; K

onrad S
ch

n
eid

er, Pfälzische M
ünzen des M

ittelalters, in: V
. R

ö
d

el 
(Red.), a. a. O

.（
注
29
）, S. 155-164. 
な
お
、
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
の
王
権
に
と
っ
て
の
貨
幣
鋳
造
と
通
貨
政
策
の
意
義
に
つ
い
て
は
、H

. 
T

ro
e, a. a. O

.（
注
７
）, S. 7 ff. 

を
参
照
。

（
89
）
バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハ
に
お
け
る
貨
幣
鋳
造
に
つ
い
て
は
、O

. V
o

lk, a. a. O
. 

（
注
７
）, S. 641 ff.

（
90
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 156 ff.

（
91
）Ju

liu
s W

eizsä
ck

er (H
g.), D

eutsche Reichstagsakten unter K
önig W

enzel, 1. A
bt. 1376-1387, (D

eutsche Reichstagsakten, 
Bd. 1), M

ünchen 1867, N
r. 285, 286; M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
. 

（
注
20
）, N

r. 81; RPR, 1, N
r. 4633, 4654; W

. D
iepen

ba
ch, a. a. 

O
. 

（
注
88
）, S. 97 ff., O

. V
o

lk, a. a. O
. 

（
注
７
）, S. 635 ff. 
こ
の
協
定
以
前
の
貨
幣
関
係
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
は
、O

. V
o

lk, a. a. O
. 

（
注

７
）, S. 627, 635 f.

（
92
）J. W
eizsä

ck
er, a. a. O

. 

（
注
91
）, N

r. 286, S. 514, „... w
and eine lange zit her m

ancherleie sw
ache m

unzen in diesen landen 
gangen hant unde gent, die ir w

ert nit inhatten noch inhant an gulde noch an silbere darvur daz sie geslagen unde 
uß

gegeben w
erden, dam

ide unser vorgeschriben herren stede unde lande unde auch daz gem
ein land groß

en 
virderplichen schaden entphangen unde geliden hant unde noch m

erer schaden inphangen unde liden m
ochten ab m

an 
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des in der zit m
it zidigem

 rade nit enverhute, herum
be so hab w

ir hern vorgenante unser stede unde lande unde 
underseßen unde des gem

einen landes noid unde verderpniße in diesen sachen bedacht unde besorget um
be zuo 

w
iderstaen sulichen leuefen der sw

achen m
unzen, unde sin ubirm

icz rade unser frunde gote zuo eren unde um
be ein 

gem
eine beste unde nucz unser lande unde lude unde des gem

einen landes eindrechtig w
orden unde genzelichen 

ubirkum
m
en einer m

unzen von gulde unde von silber, in solichen loyenunde in solichem
 w

erde tuen zuo slahen unde zuo 
m
achen daz m

enlich dom
ide bew

art sie, in der fugen unde m
anerien als hernach geschriben stet.

“

（
93
）W

. D
iepen

ba
ch, a. a. O

. 

（
注
88
）, S. 99 ff. 

ま
た
同
論
文
付
録
の
一
覧
表
も
参
照
。

（
94
）W

. D
iepen

ba
ch, a. a. O

. 

（
注
88
）, S. 112.

（
95
）W

. D
iepen

ba
ch, a. a. O

. 
（
注
88
）, S. 113 f.

（
96
）Peter M

o
ra

w, V
on offener V

erfassung zu gestalteter V
erdichtung (Propyläen Geschichte D

eutschlands, Bd. 3), Berlin 
1985, S. 391.

（
97
）D

ietm
ar W

illo
w

eit, Rechtsgrundlagen der T
erritorialgew

alt. Landesobrigkeit, H
errschaftsrechte und T

erritorium
 in 

der Rechtsw
issenschaft der N

euzeit, (Forschungen zur deutschen Rechtsgeschichte, Bd. 11) K
öln-W

ien 1975. 

神
寳
秀
夫『
近

世
ド
イ
ツ
絶
対
主
義
の
構
造
』（
一
九
九
四
年　

創
文
社
）。


